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春
う
ら
ら
（
柳
田
川
堤
防
　
JR
線
路
沿
い
）

　
　
は
じ
ま
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
新
し
い
出
会
い
が

待
ち
受
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
気
持
ち
も
新
た
に
リ
ス
タ
ー
ト
！
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先
日
、
文
部
科
学
省
の
前
川
審
議
官
に

お
会
い
し
て
き
ま
し
た
。御
所
市
内
の
小・

中
学
校
の
規
模
適
正
化
に
つ
い
て
、
国
の

協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
で
す
。
前
川
審

議
官
は
御
所
市
出
身
で
、
秋
津
小
学
校
に

通
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
統
廃
合
を
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
文
部
科
学
省
内
に
お

い
て
、
そ
の
担
当
の
ト
ッ
プ
に
前
川
氏
が

お
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
統
廃
合
に

着
手
す
る
本
市
に
と
っ
て
も
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
そ
の
場
で
事
務
担
当
者
の
紹

介
、
さ
ま
ざ
ま
な
先
進
地
事
例
や
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
し
っ
か
り
と
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
以
前
に
も
こ
の
欄
で
取
り
上
げ
ま
し
た

が
、
今
回
の
小
・
中
学
校
規
模
適
正
化
を

御
所
市
の
地
方
創
生
の
大
き
な
柱
と
捉
え

て
い
ま
す
。
御
所
市
50
年
を
超
え
る
歴
史

の
な
か
で
も
、
非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
全
市
を
挙
げ
て
学
校
の
統
廃
合
に
着

手
す
る
と
い
う
全
国
で
も
類
を
見
な
い
極

め
て
難
し
い
作
業
で
す
。し
か
し
同
時
に
、

今
回
の
統
廃
合
を
機
に
モ
デ
ル
的
な
魅
力

地
方
創
生

　
「
地
方
創
生
」の
交
付
金
に
つ
い
て
、「
消

費
喚
起
・
生
活
支
援
型
」
と
「
地
方
創
生

先
行
型
」
あ
わ
せ
て
8
つ
の
事
業
を
国
に

提
案
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
職

員
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
も
の
で
、
地
方
創

生
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
た
良
い
案
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
内
容
を
精
査

し
て
事
業
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
回
の
交
付
金
は
第
１
弾
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
第
２
弾
、
あ
る
い
は
違
う
形
で
の

交
付
金
や
補
助
金
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
メ
ニ

ュ
ー
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
そ
れ
に
合
わ
せ

て
内
容
を
創
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
い

つ
、
ど
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
が
発
表
さ
れ

て
も
即
応
出
来
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
ア

イ
デ
ア
を
組
み
立
て
て
お
く
こ
と
で
す
。

ア
イ
デ
ア
に
メ
ニ
ュ
ー
を
合
わ
せ
て
い
く

こ
と
。
こ
れ
が
今
回
の
地
方
創
生
の
流
れ

に
乗
り
遅
れ
な
い
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
前
向
き
な
姿
勢
で
こ
の

地
方
創
生
の
波
に
乗
る
こ
と
を
心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

あ
る
小
・
中
学
校
を
運
営
す
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
、
御
所
市
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
規
模
適

正
化
は
、単
に
教
育
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

御
所
市
の
将
来
に
大
き
な
プ
ラ
ス
要
因
と

し
て
働
く
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
市
民

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
講
演
＆
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
）

【
左
ペ
ー
ジ
下
】
を
開
催
し
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
と
も
に
考
え
る
機
会
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
市
長
ブ
ロ
グ
か
ら
抜
粋
・
一
部
改
変
、

加
筆
等
に
よ
り
構
成
）

U http://gose. seesaa.net/

新
年
度
を
迎
え
、
タ
イ
ト
ル
を
「
誇こ

む夢
」
と

改
め
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
御
所
を
愛
し
、誇
り
に
思
う
こ
と
。

夢
を
持
っ
て
ま
ち
の
未
来
を
考
え
る
こ
と
。

そ
し
て
自
分
自
身
に
夢
と
誇
り
を
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
続

け
た
い
。

そ
の
よ
う
な
願
い
を
込
め
た
造
語
で
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市の動向
【平成27年2月28日現在】

市の人口　27868人（−49人）
　　男性　13123人（−24人）
　　女性　14745人（−25人）

　世帯数　12174戸（−7戸）
＊（ ）内は前月比

❖ 

今
月
の
紙
面
か
ら 

❖

御
所
市
長

　
　
東ひ

が
し
が
わ川

　
裕

ゆ
た
か

■ご意見・お問い合わせ
　秘書課秘書係　
　☎62-3001（内線205）

2

誇こ

む夢
（
市
長
室
か
ら
）

3

人
権
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

4
～
5

訴
訟
の
結
果

6

金
曜
カ
フ
ェ 

つ
ど
い

7

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

8
～
9

教
室
生
募
集（
公
民
館
な
ど
）

10
～
11

教
室
生
募
集（
介
護
予
防
な
ど
）

12
～
14

く
ら
し
〈
国
保
・
年
金
・
相
談
〉

15
～
18

け
ん
こ
う

19

ふ
る
さ
と
御
所
文
化
財
探
訪 

番
外
編

20
～
21

ま
ち
の
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

22

御
所
の
む
か
し
む
か
し

23

図
書
館
へ
よ
う
こ
そ

24
～
39

お
知
ら
せ

40

ふ
る
さ
と
御
所
歴
史
探
訪
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本
年
は
、

「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」

か
ら
50
年
の
節
目
の
年
で
す
。

　　

２
０
１
５
年
は
、
戦
後
70
周
年
に
あ
た
り

ま
す
。
戦
後
の
日
本
は
、日
本
国
憲
法
の
「
国

民
主
権
」「
平
和
主
義
」「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」

の
三
原
則
の
も
と
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
さ

し
く
先
の
大
戦
に
対
す
る
深
い
反
省
と
と
も

に
不
戦
を
誓
い
、
そ
し
て
民
主
国
家
建
設
へ

の
歩
み
で
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
は
、「
同
和
問
題
は
人
類
普
遍

の
原
理
で
あ
る
人
間
の
自
由
と
平
等
に
関
す

る
問
題
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保

障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
課
題
で

あ
る
」
と
し
て
、「
そ
の
早
急
な
解
決
こ
そ
国

の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ

る
」
と
し
た
、
同
和
対
策
審
議
会
答
申
か
ら

50
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
答
申
を
根
拠
に
、１
９
６
９
年
に
「
同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
、

２
０
０
２
年
に
「
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業

に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
（
地
対
財
特
法
）」
が
失
効
す
る
ま
で
の

33
年
間
、
国
策
と
し
て
の
同
和
対
策
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

33
年
間
に
お
よ
ぶ
同
和
対
策
事

業
は
、
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
住

環
境
を
中
心
に
被
差
別
部
落
を
大

き
く
改
善
し
ま
し
た
。
ま
た
、
奨

学
金
に
よ
る
進
学
率
の
向
上
と
そ

れ
に
よ
る
教
師
、
公
務
員
な
ど
の

安
定
就
労
が
部
落
の
中
で
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
和
対

策
審
議
会
答
申
は
こ
う
し
た
事
業

の
み
を
課
題
と
し
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
部
落
差
別
の
撤

廃
に
向
け
た
多
く
の
課
題
を
提
起

し
て
い
た
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は

そ
う
し
た
観
点
を
、
こ
の
50
年
を

機
に
捉
え
直
し
、
あ
る
べ
き
取
り

組
み
の
方
向
を
明
確
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
で
は
、「
水
平
社
発
祥
の
地
」

「
人
権
の
ふ
る
さ
と
」
の
名
に
恥
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
、
県
を

は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

『
自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る　
誇
れ

る
ま
ち
』
の
創
造
を
め
ざ
し
、
総

合
的
な
人
権
施
策
の
推
進
に
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
今
な
お
、
多
く
の
差

別
事
象
や
人
権
侵
害
が
後
を
絶
た
な
い

状
況
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画

サ
イ
ト
を
利
用
し
て
、
露
骨
な
差
別
行

為
の
映
像
と
音
声
を
流る

ふ布
さ
せ
る
と
い

っ
た
ゆ
ゆ
し
き
事
象
を
は
じ
め
と
し
て
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
等
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
新
た
な
人
権
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
こ
れ
ま
で
の
人
権
行
政
の
成

果
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、

人
権
問
題
を
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、

「
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
」「
相
談
・

支
援
」
を
柱
と
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
左
記
の
集
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◉
6
月
20
日
㈯
「
女
と
男
の
つ
ど
い
」

◉
7
月
11
日
㈯

「
第
42
回
差
別
を
な
く
す
市
民
集
会
」

◉
12
月
5
日
㈯
「
人
権
問
題
講
演
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
人
権
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
市
民
安
全
部 

人
権
施
策
課 

☎
65・2
2
1
0（
御
所
市
人
権
セ
ン
タ
ー
内
）

　

み
ん
な
で
考
え
る

少
子
化
時
代
の
小
・
中
学
校　
　
　

　
　
～
学
校
規
模
適
正
化
と

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
～　

講
演 

＆ 

ク
ロ
ス
ト
ー
ク

　
少
子
化
が
進
む
な
か
、
こ
れ
か
ら
の
御

所
市
の
学
校
に
つ
い
て
、
御
所
市
な
ら
で

は
の
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　
4
月
4
日
㈯

　
13
時
30
分
～
16
時
（
受
付
開
始
13
時
）

◆
場
所　
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル

◆
対
象　
市
民
の
み
な
さ
ん
（
保
護
者
、

地
域
住
民
、
教
職
員
、
児
童
・
生
徒
等
）

◆
定
員　
２
０
０
人
（
当
日
受
付
可
。
満
員

時
に
は
入
場
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

◇
講
演　
文
部
科
学
省

教
育
制
度
改
革
室 

室
長 

今
井 

裕
一
さ
ん

「
少
子
化
に
対
応
し
た

活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
て
」

◇
ク
ロ
ス
ト
ー
ク　
「
未
来
の
学
校
像
～

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
～
」

◉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◦
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ら
そ
ら
代
表 

山
本 

あ
つ
し
さ
ん

◉
ス
ピ
ー
カ
ー

◦
文
部
科
学
省 

今
井 

裕
一
さ
ん

◦
N
P
O
ス
マ
イ
ル
ス
タ
イ
ル

　
代
表
理
事 

塩
山 

諒
さ
ん

◦
御
所
市
在
住 

木
村 

有
里
さ
ん

◦
御
所
市
長 

東
川 

裕

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
学
校
教
育
課

　
☎
62
・
3
0
0
1

　
（
内
線
6
7
3
）

クロストークに
市長も出るよ！
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損
害
賠
償
請
求
事
件
の
判
決
が
確
定
と
な
り
、
賠
償
金
と
年
5
分
の
利
息
相

当
分
の
金
員
、
訴
訟
費
用
を
あ
わ
せ
て
約
2
億
4
5
0
0
万
円
を
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
右
記
記
載
の
請
求
金
額
の
支
払
い
の
た
め
、
市
財
政
の
健
全
な
運

営
に
資
す
る
目
的
で
積
み
立
て
て
お
り
ま
す
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
、
支

出
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
に
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
件
に
つ
い
て
は
当
市
議
会
か
ら
も
、
訴
訟
提
起
を
受
け
た
時
か
ら
、

裁
判
の
争
点
、
進
め
方
並
び
に
裁
判
の
難
し
さ
に
つ
い
て
助
言
等
を
い
た
だ
い

て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
大
変
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
後
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
以
上
に
精
査
の

上
、
財
源
探
求
に
努
め
、
規
律
あ
る
財
政
運
営
に
心
が
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
真
に
必
要
な
施
策
に
し
っ
か
り
対
応
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
費
用
対
効
果
を

常
に
念
頭
に
置
き
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
せ
る
よ
う
、
職
員

一
同
、
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、
法
令
遵
守
を
行
い
、
さ
ら
に
気
を
引
き

締
め
て
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

御
所
市
長　
東
川　
裕

【
訴
訟
の
概
要
、裁
判
所
の
判
断
等
を
以
下
に
よ
り
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。】

　
平
成
2
年
3
月
に
御
所
市
が
原
告
相
手
方
、 

㈱
中
和
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
当
時

中
和
開
発
㈱
）《
以
下
、『
中
和
H
』
と
い
う
。》
に
御
所
市
大
字
多
田
の
元
焼
却
場

跡
地
を
4
億
円
で
売
却
い
た
し
ま
し
た
。

　

売
却
し
た
土
地
の
一
部
（
以
下
『
本
件
土
地
』
と
い
う
。）
を
中
和
H
が
平
成
20

年
6
月
に
第
三
者
に
売
却
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
直
後
、
本
件
土
地
の
地
中
に
産
業
廃
棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
等
）
が
埋
ま

っ
て
い
た
こ
と
、
土
壌
が
鉛
に
汚
染
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
中
和
H
と
第
三

者
の
間
に
お
い
て
、
奈
良
簡
易
裁
判
所
で
即
決
和
解
が
成
立
し
、
結
果
、
中
和
H
が

第
三
者
に
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
和
H
が
第
三
者
に
損
害
賠
償
責
任
を
負
っ
た
こ
と
で
生
じ
た
損
害
の

う
ち
、
3
億
円
を
本
件
土
地
の
前
所
有
者
で
あ
っ
た
御
所
市
に
対
し
、
瑕
疵
担
保
責

任
、
説
明
義
務
違
反
、
不
法
行
為
責
任
を
理
由
に
損
害
賠
償
請
求
を
求
め
平
成
22
年

1
月
（
書
類
到
達
日
）
に
提
訴
さ
れ
た
事
件
で
す
。

　　
奈
良
地
方
裁
判
所
で
の
一
審
判
決
は
原
告
（
中
和
H
）
の
請
求
棄
却
で
あ
り
ま
し

た
が
、
大
阪
高
等
裁
判
所
の
控
訴
審
判
決
に
お
い
て
は
、
御
所
市
に
一
部
賠
償
金
の

支
払
い
を
命
じ
る
判
決
が
出
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
不
服
と
し
て
最
高
裁
判
所
へ
上
告
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
1
月
13
日
付
け
で
最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
よ
り
上
告
審
と
し
て
受

理
し
な
い
、
不
受
理
決
定
の
調
書
が
届
き
、
大
阪
高
等
裁
判
所
の
判
決
が
確
定
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
審
（
奈
良
地
方
裁
判
所
）
の
判
決
で
は
、
中
和
H
は
産
業
廃
棄
物
の
存
在
を
知

っ
て
い
た
、
仮
に
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
普
通
の
注
意
を
払
う
こ
と
に
よ
り
こ

れ
を
知
り
得
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
件
廃
棄
物
は
隠
れ
た
瑕
疵
に

当
た
ら
な
い
と
の
認
定
に
よ
り
、
原
告
（
中
和
H
）
の
請
求
棄
却
で
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
控
訴
審
（
大
阪
高
等
裁
判
所
）
の
争
点
は
、

元
焼
却
場
跡
地
の
売
却
（
平
成
2
年
3
月
）
に
伴
う
損
害
賠
償
請
求

事
件
の
判
決
結
果
に
よ
り
賠
償
金
を
支
出
い
た
し
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ま
へ



5 広報 御 所  2015(平成27)年4月号

①
廃
棄
物
等
を
埋
設
し
た
の
は
、
御
所
市
か
中
和
H
か
。

②
中
和
H
は
本
件
売
買
契
約
当
時
、
本
件
土
地
に
廃
棄
物
等
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
知
ら
な
い
こ
と
に
過
失
が
あ
る
か
。

③
被
控
訴
人
（
御
所
市
）
の
瑕
疵
担
保
責
任
の
有
無
。

④
被
控
訴
人
（
御
所
市
）
の
債
務
不
履
行
責
任
の
有
無
。

⑤
被
控
訴
人
（
御
所
市
）
の
不
法
行
為
責
任
の
有
無
。

⑥
瑕
疵
担
保
責
任
の
除
斥
期
間
の
経
過
、
瑕
疵
担
保
責
任
、
債
務
不
履
行
責
任
、
不

法
行
為
責
任
の
消
滅
時
効
援
用
の
当
否
。

⑦
控
訴
人
（
中
和
H
）
の
損
害
額
。

の
7
点
で
審
理
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
上
記
に
関
す
る
大
阪
高
等
裁
判
所
の
判
断
は
、

①
に
つ
い
て
は
、
埋
設
者
は
中
和
H
の
前
所
有
者
で
、
焼
却
場
と
し
て
使
用
し
て
き

た
御
所
市
と
推
認
す
る
の
が
相
当
。

②
に
つ
い
て
は
、
売
買
契
約
当
時
は
勿
論
、
第
三
者
に
売
却
し
た
時
点
ま
で
本
件
廃

棄
物
等
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
。
本
件
売
買
契
約
当
時
は
土

壌
汚
染
対
策
法
制
定
の
10
年
以
上
前
で
あ
り
、
土
地
の
造
成
業
や
不
動
産
の
売
買
業

の
慣
行
と
し
て
地
下
埋
設
物
の
調
査
や
地
耐
力
の
調
査
を
行
わ
な
い
の
が
一
般
的
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
和
H
が
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
過
失
が
あ
っ

た
と
も
言
え
な
い
。

⑤
に
つ
い
て
は
、
本
件
廃
棄
物
の
存
在
は
、
土
地
の
瑕
疵
に
あ
た
る
。
本
件
鉛
に
よ

る
土
壌
汚
染
は
、
土
地
の
瑕
疵
と
は
い
え
な
い
。
御
所
市
は
、
本
件
土
地
に
自
ら
廃

棄
物
を
埋
設
し
た
事
実
を
知
り
な
が
ら
、
中
和
H
に
対
し
廃
棄
物
の
存
在
の
点
を
何

ら
告
知
・
説
明
す
る
こ
と
な
く
、
廃
棄
物
の
存
在
を
前
提
と
し
な
い
代
金
額
で
本
件

土
地
を
売
却
し
、
そ
の
為
、
中
和
H
が
損
害
を
被
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
御
所
市
は
中

和
H
に
対
し
不
法
行
為
責
任
を
負
う
も
の
と
い
う
べ
き
。
鉛
に
よ
る
土
壌
汚
染
に
つ

い
て
は
御
所
市
の
不
法
行
為
は
成
立
し
な
い
。
御
所
市
は
不
法
行
為
責
任
と
し
て
、

中
和
H
に
対
し
本
件
廃
棄
物
の
存
在
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ

る
。

⑥
に
つ
い
て
は
、
中
和
H
が
廃
棄
物
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
ど
ん
な
に
早
く
て
も

第
三
者
か
ら
廃
棄
物
の
存
在
の
連
絡
を
受
け
た
平
成
20
年
10
月
2
日
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
、
そ
れ
か
ら
3
年
以
内
（
時
効
期
間
）
で
あ
る
平
成
21
年
12
月
22
日
に
本
件
訴

訟
を
提
起
し
て
い
る
。
よ
っ
て
不
法
行
為
責
任
の
消
滅
時
効
期
間
は
未
だ
満
了
し
て

い
な
い
。

⑦
に
つ
い
て
は
、
工
事
費
全
体
に
占
め
る
土
壌
汚
染
の
浄
化
措
置
費
用
の
占
め
る
割

合
は
36
・
05
％
と
な
る
。
中
和
H
か
ら
第
三
者
へ
の
賠
償
金
の
う
ち
鉛
に
よ
る
土
壌

汚
染
費
用
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
は
1
億
９
４
４
０
万
８
０
０
０
円
と

な
り
こ
れ
が
御
所
市
の
不
法
行
為
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
中
和
H
の
損
害
額
で
あ

る
。

③
④
に
つ
い
て
は
、
仮
に
御
所
市
の
瑕
疵
担
保
責
任
や
債
務
不
履
行
責
任
が
認
め
ら

れ
た
と
し
て
も
、
上
記
で
認
定
し
た
不
法
行
為
責
任
に
基
づ
く
損
害
額
以
上
の
損
害

額
が
認
め
ら
れ
る
余
地
は
無
い
。
よ
っ
て
判
断
す
る
必
要
は
無
い
。

　
以
上
7
点
の
認
定
、
判
断
を
く
だ
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害

賠
償
請
求
権
に
基
づ
き
、
御
所
市
に
対
し
、
損
害
金
1
億
９
４
４
０
万
８
０
０
０
円

及
び
こ
れ
に
対
す
る
不
法
行
為
の
後
の
日
で
、
訴
状
送
達
の
日
の
翌
日
で
あ
る
平
成

22
年
1
月
8
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
年
5
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金

の
支
払
を
求
め
る
限
度
で
理
由
が
あ
る
が
、
そ
の
余
は
理
由
が
な
い
、
と
の
一
審
判

決
を
変
更
す
る
判
決
と
な
り
ま
し
た
。
又
、
訴
訟
費
用
は
第
1
・
2
審
を
通
じ
て
こ

れ
を
20
分
し
、
そ
の
7
を
中
和
H
の
負
担
と
し
、
そ
の
余
は
御
所
市
の
負
担
と
す
る
、

と
の
判
決
が
確
定
し
た
事
件
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
部 

商
工
観
光
課

　
商
工
・
企
業
係 

☎
62
・
3
0
0
1
（
内
線
6
4
2
）
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金曜カフェつどい
金曜日限定のコミュニティ・カフェ「つどい」。今日は誰に会えるかな？どんな話をしよう♪
まちのみなさん、どなたでもお気軽にお越しください！

�開催日　毎週金曜日　
�時　間　10時〜 15時
�場　所　御所市122番地
　　　　　［新地商店街東

《旧上田洋品店》］

■申し込み・問い合わせ先　市役所企画政策課 企画係 ☎62-3001 内線323

　まちのあったか
コミュニティ・スペース♬

● ●

 「認知症カフェ」 スタート！（全5回）

ボランティアスタッフを募集します！
♣︎カフェ運営ボランティアの目的
特技や趣味を活かして、カフェに来られる人に地域
活性化イベントを行うなど、高齢者の引きこもりを
防止し、まちを元気にすること。
♣︎登録できる人
市内か近隣市町村に在住する成人で、無償で活動で
きる人
♣︎登録方法
企画政策課または金曜カフェ「つどい」で、随時登
録できます。詳細は企画政策課へお問い合わせくだ
さい。
☆「登録申込書」は下記からもダウンロードできます。

♣︎活動内容
●カフェ運営支援●
カフェ内でのイベント運営の補助と接待のお手伝い
をしていただきます。

【活動事例】太極拳、似顔絵コーナー、手品ショー、
介護予防体操、ハンドクラフト、ミニコンサート等
●カフェイベント企画●
カフェ内で手軽にできるイベントの企画・立案

御所市ホームページ U http://www.city.gose.nara.jp/gyousei/kikaku/cafe.html

〈あなたも1日先生 第1回〉

〜お琴教室〜
▶︎10時〜 11時30分 

中央公民館の箏曲指導者 西口先生から
お琴の演奏を教えていただきます♪
簡単な曲なら弾けるようになるかも!?

4/24

今月のイベント♬

9月まで全5回のシリーズで、認知症にまつわるお話とお楽しみイベ
ントをお送りします。希望者には個別に介護相談も実施（先着5人）。

イベントのない金曜日もカフェはオープン！簡単な飲
み物も用意しています。お気軽にお立ち寄りください♬

太極拳
▶︎10時〜 12時

いきいきサロンほっと♬

4/17
毎月第3金曜は

▶︎13時30分〜

4/3
歌声喫茶うたごえ♪
唱歌・童謡を歌いましょう

▶︎10時〜 11時
似顔絵コーナー

▶︎11時〜 12時

お話：畿央大学 教授 山崎尚美さん
（奈良県認知症ケア専門士会会長）

第1回︎「認知症ってなに??」
　4月10日 （10時〜 12時）
認知症になっても、いつまでも住み慣れた地域で暮らし続けるために、
一緒に考えてみませんか？認知症の人やそのご家族など、どうぞお気軽
にお越しください。

■問い合わせ先　畿央大学 企画部 ☎54-1601（代表）

将来的には、畿央大学の学生から住民のみなさんへ
金曜カフェ「つどい」の運営を引き継げるよう、長
い目での活動を考えています。

《担当：畿央大学 健康科学部 看護医療学科》

参加無料
申込不要
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市役所は☎62-3001

和太鼓教室生 募集!
◆対象　市内に在住・在勤・在学の人
◆開催日　土曜日（原則として毎月3回）※年間33回
　　　　　☆開講式は5月9日㈯
◆時間　17時〜 21時30分　　◆場所　御所市文化交流センター
◆費用　太鼓バチ代（大人用1,300円・子ども用1,000円）、保険料など
◆申込方法　はがきに住所、氏

ふ り が な

名、年齢、電話番号を書いて、
　〒639-2298 御所市1番地の3　御所市教育委員会生涯学習課「和太鼓教室生募集」係へ。
◆申込締切日　4月20日㈪〔必着〕
◆問い合わせ先　生涯学習課 ☎内線692
◆主催　御所市文化交流センター　　◆指導　御所太鼓　燿

かがやき
  “KAGAYAKI”

和太鼓を打って、身も心も
リフレッシュ！健康維持や
筋力アップ、シェイプアッ
プも♪みんなで楽しもう☆

旧小林ふれあいセンターがリニューアルを終え、4月から「御所市文化交流センター」として生まれ
変わりました。生涯学習、文化芸術活動を通じた交流を図り、豊かな地域づくりを目指した憩いの
拠点として開館いたします。どうぞみなさん、ご利用ください！

▶平成27年度文化交流センター主催教室の教室生を募集します。8ページをご覧ください。

◇開館時間　9時〜 17時
（夜間使用は22時まで）

◇休館日　火曜日
＊コミュニティバスひまわり号が停車します。
詳しくは「広報御所3月号」をご覧ください。

御所市小林330番地
☎43-7177　F 43-8288

OPEN！
御所市文化交流センター

1階

2階

防音・防振設備を備え、音楽及び運動などの活動を
可能にした多目的ホールや、陶芸用ろくろを備えた
陶芸室、作品展示を可能とする多目的室
など、個性豊かな空間を取り入れた施設
となっています。
＊エレベーター・洋式トイレ完備
＊バリアフリー対応

【御所市文化交流センター】
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あなたも一緒に、気軽に楽しく学んでみませんか！

【文化交流センター　主催教室】

【中央公民館　主催教室】
教 室 名 定 員 講師（敬称略） 開 講 日 開 催 日 時 間 備 考

着 付 教 室 15人 川 北　 晴 美 6月　3日㈬ 年18回　第1・3㈬ 13:30 〜 15:30 女性のみ
楽しい雰囲気のなかで、ゆかたの半幅帯から名古屋のお太鼓結び、そして留袖の着付け方などをお稽古します。

茶 道 教 室 10人 蜂 谷　 喜 三 6月　6日㈯ 年14回　第1・3㈯ 13:30 〜 15:30 表千家
“日々是好日”日本文化をのんびりと楽しんで習ってみませんか？

デジタル写真教室 10人 杉 田　 幸 作 6月　7日㈰ 年18回　第1・3㈰   9:30 〜 11:30
カメラの基本的な操作方法や写し方を楽しく学びましょう。野外撮影会にも行きます。（テキスト代必要）

書 道 教 室 20人 米 田　 英 石 6月13日㈯ 年18回　第2・4㈯ 13:30 〜 15:30 古典臨書
書道に関する基礎力を高めるものを身につけていただきます。

手 編 教 室 15人 西 川　 照 代 6月　5日㈮ 年18回　第1・3㈮    9:30 〜 12:00
手編みの基礎から学び、自作の作品をつくりましょう。

日 本 画 教 室 15人 石 本　 陽 子 6月　3日㈬ 年18回　第1・3㈬ 13:30 〜 15:30
日本画を楽しく描いてみませんか。花一輪のスケッチから学びます。

料 理 教 室 20人 榊 原　 和 子 6月18日㈭ 年12回　第3㈭    9:00 〜 12:00
安い・簡単・おいしい家庭料理のレパートリーを広げましょう。材料費１回500円程度必要です。

男 の 料 理 教 室 20人 榊 原　 和 子 6月　6日㈯ 年5回　偶数月第1㈯    9:00 〜 12:00 男性のみ
初めてでも大丈夫。家庭料理の基礎を学び、料理を楽しみませんか。材料費１回500円程度必要です。
初めての英会話教室 20人 矢 倉　 和 惠 6月13日㈯ 年18回　第2・4㈯ 13:30 〜 14:30

初心者対象。基本的な日常会話を学びませんか。
英 会 話 教 室 20人 矢 倉　 和 惠 6月13日㈯ 年18回　第2・4㈯ 14:40 〜 15:40

中級以上対象。日常的な英会話を学び、国際理解を深めませんか。
中国語入門教室 20人 松 浦　 範 子 6月　6日㈯ 年18回　第1・3㈯ 19:00 〜 21:00

初心者対象。基本的な中国語の日常会話を学びませんか。
絵 て が み 教 室 20人 田 仲　 敦 三 6月21日㈰ 年10回　第3㈰ 10:00 〜 12:00

上手よりも楽しい絵手紙を描く学習です。
創作折り紙教室 15人 中 西  候 子 6月　2日㈫ 年5回 偶数月第1㈫ 13:30 〜 16:00

季節の折り紙や、普段使いの折り紙雑貨等を作ります。折り紙に触れ、楽しみましょう。材料費１回1,000円程度必要です。

お菓子作り教室 12人 上 村  初 枝 7月　5日㈰ 年5回 奇数月第1㈰ 13:30 〜 16:00
初心者対象。お菓子の基本から一緒に楽しく学びましょう。材料費１回1,000円程度必要です。
子どもジャズダンス教室 20人 酒 井　 裕 子 6月14日㈰ 年20回　第2・4㈰ 10:00 〜 11:00 市内在住の

小学生のみ音楽に合わせて身体を動かし、ダンスの基本、柔軟性を高め、みんなで踊る楽しさをお教えします。

教 室 名 定 員 講師（敬称略） 開 講 日 開 催 日 時 間 備 考
洋 画 教 室 10人 田 仲　 敦 三 6月　6日㈯ 年18回　第1・3㈯ 13:30 〜 15:30

果物、野菜、花などの静物のデッサンや風景スケッチなど水彩、油彩の基本学習です。
陶 芸 教 室 10人 井岡維希子 6月10日㈬ 年18回　第2・4㈬    9:30 〜 12:00

初心者対象。基本的な技法を学びませんか。費用は、土代と毎月材料一部負担金が必要です。
ガーデニング教室 20人 仲 川  利 子 7月19日㈰ 年5回 奇数月第3㈰ 10:00 〜 12:00

寄せ植え等を通じて、楽しい園芸を学びませんか。材料費は１回2,000円程度でその都度徴収します。

御 所 市 中 央 公 民 館 ・ 　 文 化 交 流 セ ン タ ー �教室生募集

�
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　平成27年度の教室は、平成27年6月〜平成28年3月の間で開講します。18歳以上で市内在住・在勤の人
ならどなたでも受講していただけます。（「子どもジャズダンス教室」は、市内在住の小学生のみ）

◆申し込み・受講について
① 複数の教室に申し込みできますが、教室ごとに申込用紙（往復はがき）が必要です。… 『1枚で1教室』
② 同じ教室に複数の人が１枚の申込用紙（往復はがき）で申し込みできません。… 『1枚で1人』
③ 電話では申し込みできません。
④ 申し込みは、原則１年間継続して受講できる人に限ります。
⑤ 申し込みした本人以外は受講できません。
⑥ 講師や会場の都合などで、開催日時が変更される場合があります。
⑦ 受講料は無料ですが、教材費やテキスト代は実費負担となります。
　 …料理実習室を利用する教室では光熱水費の一部負担等が必要です。
⑧ 申し込み者が多い教室は、「公開抽選」を行い受講者を決定します。
⑨ 申し込み者が少ない教室は、開講を中止することがあります。
◆申込方法　
① 窓口（生涯学習課〔市役所 新館3階〕）で直接　
　 通常はがき（1人１枚）を持参のうえ、窓口で所定の申込用紙に記入してください。　
② 生涯学習課へ郵送（往復はがき）
　 下記を見本に記入し、投函してください。

  　

◆申込締切日　4月20日㈪〔必着〕
◆受講決定
① 受講決定者には、5月上旬に教室の開催についてご案内させていただきます。
② 抽選が必要な教室の申し込み者には、締め切り後、はがきにてお知らせします。
◎公開抽選　▶︎日時：4月28日㈫　10時〜　▶︎場所：御所市役所 新館3階 会議室B

❖教室の申し込みについて❖  
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1教室につき「一人はがき1枚」

御 所 市 中 央 公 民 館 ・ 　 文 化 交 流 セ ン タ ー平成27年度�
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◆対象　市内在住の満65歳以上の人
　　　　（昭和25年4月1日以前生まれの人）
◆開講期間　5月〜平成28年3月
◆場所　老人福祉センター
◆受講料　無料（教材費が必要な場合があります。）
◆申し込み方法
　はがきに住所、氏名、生年月日、電話番号、希望
教室名を書いて右記へ。
※受付期間中は、老人福祉センター窓口でも直接申

し込みができます。（電話での申し込みは不可）

◆申し込み受付期間
　4月1日㈬〜 15日㈬（月曜日は休館）
※申し込みは、1人につき2教室まで。
※年度途中での受け付けはしません。
◆申し込み先
　〒639-2312　御所市櫛羅1281番地
　老人福祉センター
◆問い合わせ先
　御所市老人クラブ連合会　☎62-2441
　（老人福祉センター内）

生きがいと健康づくり教室 教室生募集
65歳以上の人、どしどしご参加ください！

　◆利用対象者　市内在住の満60歳以上の人
　◆利用手続き　受付で利用証と入館料（100円）を提出してください。
　◆利用時間　　９時から16時まで。
　◆休館日　　　月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日も休館）、祝日、
　　　　　　　　年末年始（12月28日〜 1月4日）

☆利用証の発行☆
　利用には「利用証」が必要です。印鑑を持って、老人福祉センターへ申請にお越しくだ
さい。「利用証」は、即日交付（発行）します。

＜＜御所市老人クラブ連合会の委託事業＞＞

教 室 名 初回開催日 開催日 時 間 内 容

ゲ ー ト ボ ー ル 5月19日㈫ 第1・3 ㈫ 10時〜15時 ルールやマナー及び技術を習得しながら、健全
な心身づくりに役立てます

歌 謡 5月　2日㈯ 第1・3 ㈯ 午前・午後 歌をきっちり覚える喜び、歌う楽しさ、和の心
を大切に学びます

バ ン パ ー プ ー ル 5月10日㈰ 第1・3 ㈰ 10時〜12時 楽しみながら集中力を養い、心身の活性に役立
つユニークな玉突きです

囲 碁 5月　7日㈭ 第1・3 ㈭ 10時〜15時 初心者から上級者まで、囲碁の楽しみを教え技
の向上を目指します

グラウンド・ゴルフ 5月　1日㈮ 第1・3 ㈮ 10時〜12時 ルールやマナー及び技術を習得しながら、人と
の交流を通じて社交性を育てます

民 踊 5月　9日㈯ 第2・4 ㈯ 10時〜12時 歌謡曲等を取り入れ、頭と体を動かしながら健
康のため、みんなで楽しく踊りましょう

将 棋 5月10日㈰ 第2・4 ㈰ 10時〜15時 初心者から上級者まで、お互いに技を磨き棋力
の向上を目指します

ペ タ ン ク 5月12日㈫ 第2・4 ㈫ 10時〜15時 準備も要らず、費用もかからず、だれでもでき
て、しかも面白く楽しい生涯スポーツです

老人福祉センターをご利用ください。

御所市老人福祉センター（櫛羅1281番地）　☎62-2441

☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL

利用案内
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教室 日程 
（5月開催日）

定員/講師
（敬称略） 持ち物等 その他

簡化24式
太極拳教室

毎月第1・第3水曜
9時30分〜 11時

（5月13日㈬・20日㈬）

30人
小谷早苗

水またはお茶、タオル、室
内用の靴（底の薄いもの）
※締めつけない服装で

太極拳の基礎を学びます。「適
度な全身運動」「大脳がリラッ
クス」「血液循環の促進」など
の効果があります。

はつらつ
元気教室

毎月第2・第4木曜
13時30分〜 14時30分

（5月14日㈭・28日㈭）

30人
新名久枝

水またはお茶、タオル、室
内用の靴（底の薄いもの）
※動きやすい服装で

「足腰が弱ってきた」「転びやす
くなってきた」など、自覚症状
のある人。軽い運動で筋力アッ
プと転倒予防をめざします。

カラオケ
教　室

毎月第1・第3木曜
13時〜 15時30分

（5月7日㈭・21日㈭）

30人
仲埜治男 水またはお茶、筆記用具

大きな声を出して歌うことでリ
ズム感を養い、呼吸器を鍛え、
気分転換をしましょう。

フラダンス
教　室

毎月第1・第3火曜
10時〜 11時

（5月19日㈫・26日㈫）

30人
吉永和子

水またはお茶、タオル、室
内用の靴（底の薄いもの）
※動きやすい服装で

「下半身のダイエット」「脳の活
性化」「腰痛予防と腰のリハビ
リ」「心肺機能向上」「転倒予防」
などの効果があります。

いきいき
クッキング
料理教室

毎月1回
9時30分〜 12時
（5月12日㈫）

10人
小林浩子

エプロン、三角きん、ふき
ん3枚

（食材費500円別途必要）

おいしくて病気予防のメニュー
で、一挙両得！レパートリーを
増やしましょう。（毎月テーマ
を決めて講義があります。）

◆対象　市内在住の65歳以上の人
◆申し込み方法（問い合わせ先）　電話で介護予防センター☎67-0964へ。
※費用は無料です。　※既教室生は申し込み不要です。　※定員になり次第、締め切ります。

御所市介護予防センター（戸毛1032番地）　☎67-0964

認知症予防には、毎日楽しく健康に過ごすのがいちばん！
お友達づくりと健康づくりで、「毎日元気で」生活を楽しみましょう。

介護予防教室 教室生募集
御所市介護予防センター

葛城高原「かも鍋」  優秀賞 ！

　県内27市町村の自慢の鍋が集結し競い合う「第2回あったかもんグランプリ」が、2月8日㈰、
奈良県新公会堂で開催され、

「葛城高原ロッジ名物 かも鍋」が見事、優秀賞（準グランプリ）を受賞しました！
葛城高原ロッジはじめ、関係者のみなさん、おめでとうございます！
また、応援していただいたみなさん、投票していただいたみなさん、ありがとう
ございました！
山の湧き水で作ったゆず入り出汁、新鮮でヘルシーな合鴨肉を使用した「かも鍋」
ぜひ、たくさんの人に食べていただきたいです！！

◆「かも鍋」のお問い合わせは…葛城高原ロッジ☎ 62-5083 へ。

御所市観光協会☎62-3346

～鍋の祭典 あったかもんグランプリ～

☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL
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保険課 保険第1係  ☎内線256・259（市役所 新館1階） 国保
☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL

4月から新しい保険証(被保険者証)をご利用ください!
　御所市では、国民健康保険（国保）の保険証（被保険者証）を3月下旬から順次お届けしています。
4月からは新しい保険証を医療機関に提示してください。

（「奈良県後期高齢者医療広域連合」の保険証は制度が異なりますので、毎年7月に送付となります。)

国保は、加入されているみなさんの国保税と国や奈良県からの補助金で運営しています。
国保の財政は、平成25年度末で約3億5千万円の赤字となっています。御所市からも国に補
助金の拡大をお願いしていますが、医療保険を上手に利用して、今後も国保が持続可能な
制度となるよう、みなさんのご協力をお願いします。

▶「かかりつけ医」を持ちましょう
　直接、大病院に受診に行くと初診時
に自己負担が発生する場合がありま
す。「かぜ」など日常よくある病気は、
まず近くの「かかりつけ医」で受診し
ましょう。

▶「はしご受診（重複受診）」は×
　　　体の負担もお金の負担も大きくなります
　病気やけがの治療中に、自分の判断だけで受診先を
変える「はしご受診（重複受診）」は、検査や薬が重なり、
体にも金銭的にも大きな負担となります。

▶「時間外受診」は割増料金になります
　夜間や休日に受診できる医療機関があることはとて
も安心なことですが、時間外に受診すると初診料や再
診料に加算がつき、自己負担額も高くなります。また、
緊急に医療機関を利用する他の人の待ち時間が増えた
り、処置をする医師にも大きな負担がかかります。「奈
良県救急安心センター相談ダイヤル」や「こども救急
電話相談（小児救急電話相談）」なども利用して、上手
に医療機関にかかりましょう。（左のページをご覧くだ
さい。）

▶ 資格喪失後の
　　　保険証は使えません
　他の保険制度へ加入した場合は、国
保の保険証は使えません。また、国保
を脱退する届出が必要です。新しい保
険証と国保の両方の保険証、認印を持
参し、保険課で手続きをお願いします。
資格喪失後に国保の保険証を使用した
場合は、保険の給付を受けた金額を返
還していただくことになります。

● 正しい使い方

● レセプトの点検
・医療機関の保険請求について内容を点検しています。
・柔道整復、鍼

しんきゅう

灸等についても、加入者に書面で受診内容を確認しています。

● ジェネリック医薬品の使用促進
・服用する薬をジェネリック医薬品に切り替えた場合の自己負担額の軽減額をお知らせ
しています。

● 特定健診・特定保健指導 、 人間ドック・脳ドック助成
・みなさんの健康を守るため、特定健診や保健指導、ドック助成に取り組んでいます。
・詳しくは、「広報御所5月号」に掲載します。

御所市国保について
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☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL

年金

奈良県救急安心センター
相談ダイヤル（24時間受付）

☎プッシュ回線・携帯電話からは…＃7119
☎ダイヤル回線・IP電話からは…0744-20-0119

こども救急電話相談
（小児救急電話相談）

※15歳未満の子どもの急病が対象です。
☎プッシュ回線・携帯電話からは…＃8000
☎ダイヤル回線・IP電話からは…0742-20-8119

●奈良県救急相談ダイヤルをご利用ください●
「こんなとき、どうしよう!?」　迷ったときは、県が開設する救急ダイヤルにおかけください！

★相談員や看護師が電話でアドバイスします。
 ・救急車を呼んだ方がいいのか？
 ・病院で診察を受けるべきか？
 ・応急手当の方法がわからない！
 ・近くの医療機関を知りたい！　など

★受付時間　平日：18時から翌朝8時
　　　　　　土曜：13時から翌朝8時
　　　　　　休日：　8時から翌朝8時
★看護師（必要に応じて小児科医）に電話で
相談できます。

※この電話は、あくまで相談・助言を目的とするもので、奈良県が設置しています。
　症状が重篤で、すぐに救急車が必要な場合は、119番へ通報をお願いします。

〜会社などを退職した人へ〜
国民年金の加入手続きと保険料納付をお忘れなく！

日本国内に住む20歳以上60歳未満のすべての人は、公的年金に加入することになっています。

■問い合わせ先
市役所 市民課庶務係 ☎内線253
大和高田年金事務所 ☎22-3531
日本年金機構U http://www.nenkin.go.jp/

▷国民年金の加入手続き
　60歳未満で厚生年金や共済組合をやめた人は、14日以
内に市民課庶務係（市役所新館１階）で、国民年金加入の
手続きをしてください。

【手続きに必要な物】
◯印鑑　　◯年金手帳 または 基礎年金番号が分かるもの
◯退職証明書 または 雇用保険離職票等

※扶養している配偶者がいれば、国民年金の種別変更の手
続きが必要です。

▷平成27年4月からの国民年金保険料（定額保険料）

　月額15,590円［平成27年3月までは15,250円］

▷保険料の納付
　加入手続き後、日本年金機構から送付される国民年金保
険料納付案内書により、毎月の保険料を翌月末までに納付
してください。

【納付場所】
全国の金融機関・ゆうちょ銀行（郵便局）・コンビニエ
ンスストアのほか、口座振替（要申し込み）、インター
ネット（パソコン・携帯電話）やクレジットカード（要
申し込み）を利用して納付することもできます。

※口座振替を利用すると保険料の割引があり、大変便利で
お得です。

★
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
・
・
・

○
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
は
、
申
請
（
所
得
審
査
あ
り
）

　
に
よ
り
保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
る「
保
険
料
免
除
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
※
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

○
30
歳
未
満
の
人
に
は
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

○
学
生
の
人
に
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

＊
い
ず
れ
も
申
請
は
、
市
民
課
庶
務
係
〔
市
役
所
新
館
1
階
〕
へ
。

　
申
請
に
は
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
下
記
へ
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
保
険
料
を
未
加
入
・
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
老
齢
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
加
入
の
届
出
・
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。
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市役所は☎62-3001

く
ら
し

4月の各種無料相談日程表 ※変更になる場合があります。
※祝日は実施しません。

御 所 市 人 権 問 題
啓 発 活 動 推 進 本 部

相 談 名 日 曜 時 間 場 所 問い合わせ先 備 考
交 通 事 故 相 談 2 木 10:00 〜 15:00 市役所本館3階 第4会議室 市民課☎内線242

行 政 相 談 14 火 13:30 〜 16:00 市役所本館2階 第5会議室 市民課☎内線242

女 性 法 律 相 談 7 火 13:30 〜 16:30 人 権 セ ン タ ー 図 書 室 人権施策課
☎65-2210

先着6人（1人30分）
予約は平日に左記へ

税 務 相 談 税務課☎内線547 奇数月の第2木曜日に開催
（ただし3月は開催しません)

人 権 相 談 2
16 木 13:00 〜 16:00 人 権 セ ン タ ー 図 書 室 人権施策課

☎65-2210

消 費 生 活 相 談
毎週 木 10:00 〜 16:00 市役所新館1階 

消 費 者 相 談 室 市民課☎内線242

毎週 月 10:00 〜 16:00 葛 城 市 役 所 葛城市役所商工観光課
☎69-3001

心 配 ご と 相 談 毎週 火 13:00 〜 15:30 御 所 市
社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会
☎63-2457

悩みを持つ人々の相談窓口
となり問題解決に努めます

教 育 相 談 毎週

月
火
木
金

 9:30 〜 16:30 市 青 少 年 セ ン タ ー
( 葛 公 民 館 内 )

市青少年センター
☎67-1896

子どもの成長、いじめ、非行、
不登校など、教育上の疑問や
悩みごとをご相談ください

今月は開催しません
（次回は5月に開催予定）

4月の自治会別し尿収集日程表
日 曜 収集地区名
1 水 楢原、宮戸、西寺田、豊田

2 木 森脇、東名柄、井戸、佐田、
多田、名柄

3 金 増、関屋、南郷、
さくらが丘荘園、元町

4 土 三室新町、三室、幸町住宅
6 月 幸町、宮戸団地

7 火 秋津団地、鴨神上・下、
東佐味

8 水 朝妻、僧堂、西佐味、伏見、
高天

9 木
鳥井戸、林、船路、北窪、
極楽寺、西北窪、五百家、
持田、栗阪

10 金 小殿、冨田、下茶屋、西垣内、
南寺田、條、出走、南郷

13 月 室、池之内、今出、緑ヶ丘

14 火 蛇穴、北十三、南十三、
出屋敷、柳原、今城

15 水 茅原、緑町、玉手、北方、
中方

16 木 東寺田、本馬、北方

日 曜 収集地区名

17 金 上方、原谷、今住、樋野、
戸毛

20 月 戸毛、稲宿

21 火 古瀬、川合、奉膳、水泥、
朝町、新田

22 水 重阪、小林
23 木 小林、櫛羅

24 金 櫛羅、東松本、葛城台団地、
大広町

27 月
柳田町、東松本、末広町、
新地町、宮前町、西町、
西柏町、東久保町

28 火

国鉄御所駅前通り、鴨口町、
西久保本町、中本町、本町、
御国通り1・2・3丁目、
神宮町、六軒町、柿ヶ坪町、
御堂魚棚町、旭町、南中町、
中央通り1・2丁目、東辻

30 木

豊年橋通り、御門町、
大橋通り1・2・3丁目、
東松本、栄町、寺内町、
都町、代官町、柳町、竹田

5/1 金 楢原、宮戸、西寺田、豊田

5/2 土 森脇、東名柄、井戸、佐田、
多田、名柄※便槽の周囲はよく整理し、特にふたの

　上や通路には物を置かないようにして
　ください。留守にされる場合は、隣近所の人にお願いしておいてください。
※都合で日程を１〜２日変更する場合があります。

㈲環境処理センター☎62-1919

☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL
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高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種
対 象 者

年齢 生年月日

65歳 昭和25年4月2日生
〜昭和26年4月1日生

70歳 昭和20年4月2日生
〜昭和21年4月1日生

75歳 昭和15年4月2日生
〜昭和16年4月1日生

80歳 昭和10年4月2日生
〜昭和11年4月1日生

85歳 昭和  5年4月2日生
〜昭和  6年4月1日生

90歳 大正14年4月2日生
〜大正15年4月1日生

95歳 大正  9年4月2日生
〜大正10年4月1日生

100歳 大正  4年4月2日生
〜大正  5年4月1日生

▶︎実施期間　4月15日㈬〜平成28年3月31日㈭
（実施期間外に接種すると任意接種扱いとなり、全額自己負担）
▶︎対象者（御所市に住民票のある、次の①または②の人）
①平成27年度に右表の対象年齢になる人
②60歳以上65歳未満の人（4月1日現在）で、次のいずれかに該当する人
○心臓、じん臓、または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極
度に制限される程度の障害を有する人
○ヒト免疫不全ウイルスにより、免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する人
※②の人は、事前に手続きが必要です。次のいずれかの書類を持参し、いきいきライフセンターへお越し
ください。《必要な書類》◯医師の診断書　◯身体障害者手帳（1級）　◯病名が確認できる医師の証明書
▶︎接種時の持ち物　◯「お知らせ（はがき）」　◯健康保険証　◯接種費用
▶︎接種回数　1回　　▶︎接種費用（自己負担金）　2,500円
▶︎無料になる人　市民税非課税世帯の人または生活保護世帯の人
※無料になる人は、事前に手続きが必要です。必ず接種前に、印鑑を持って、いきいきライフセンターへ
お越しください。市民税課税状況等を確認のうえ、無料の予診票を交付します。

（事前の手続きをしないで接種された場合、自己負担金は返金できません。）
▶︎接種方法
◎市内の医療機関…直接または電話で医療機関に予約。〔自己負担金は、医療機関窓口で支払い〕
◎市外の医療機関…事前に手続きが必要です。医療機関に予約後、いきいきライフセンターへお越しくだ
さい。承認書を交付します。〔自己負担金は、健康推進課で支払い〕

肺炎球菌ワクチンとは？
　肺炎は、日本人の死因の第3位であり、死亡者の95％以上が
65歳以上の人です。肺炎の原因でいちばん多い病原菌は肺炎球
菌です。肺炎球菌ワクチンを接種しておくと、肺炎の予防や、肺
炎にかかった場合にも軽い症状で済む効果が期待されます。

　今年度接種の対象者（右表）には、4月中旬頃に「お知らせ（はがき）」
をお送りします。接種を希望される人は、医療機関（17ページ）に予約
後、接種してください。

《無料》健康・栄養相談
　高血圧・高脂血症、糖尿病などで通院中の人や健診で要医療・
要指導になった人など、どなたでもご相談ください。栄養士・
保健師とマンツーマンで相談ができます。
▶︎対象　御所市に住民票がある20歳以上の人で、健康・栄養・
　　　　禁煙について相談を希望する人　▶︎日程　4月16日㈭
▶︎時間　13時〜 15時の間で個別相談　※事前予約制です。
▶︎場所　いきいきライフセンター　▶︎定員　先着15人程度
▶︎内容　①血圧測定、体重・体脂肪・内臓脂肪測定、検尿、汁物塩
　　　　　分量測定（希望者）、呼気中一酸化炭素濃度測定（喫煙者）
　　　　②栄養士による食事相談
　　　　③保健師による健康・運動・禁煙についての相談
▶︎申込方法　4月9日㈭までに電話で健康推進課へ。

＊スマイルクラブ ハンドベルグループ＊

ハンドベル演奏♪出張します！
私たちはボランティアグループとして、保
育所や高齢者の施設など、いろいろなとこ
ろで演奏しています。みなさんもハンドベ
ルの音色に癒されてみませんか？施設だけ
でなく、老人会や子ども会、その他いろい
ろな場所に出張させていただきます。「こん
なところで演奏してみてはどう？」「うちに
来て演奏してほしいな♪」などご要
望がありましたら、健康推進課へご
連絡ください。まだまだ未熟な私た
ちですが、心をこめて演奏します。

＊「お知らせ（はがき）」を受け取られても、過去に肺炎球菌ワクチンを接
種したことのある人は定期接種の対象外となりますので、ご了承ください。
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太
　
極
　
拳

　
〜
適
度
な
全
身
運
動
で
大
脳
が

リ
ラ
ッ
ク
ス
・
血
液
循
環
の
促
進
・

背
中
ま
っ
す
ぐ
若
返
り
効
果
〜

●
ス
マ
イ
ル
太
極
拳（
入
門・初
級
）

※
初
心
者
O
K
で
す
。

※
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
と

太
極
拳
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　
4
月
6
日
㈪
、
5
月
11
日
㈪

▼
時
間　
13
時
30
分
～
15
時
ご
ろ

＊　
＊　
＊　
＊　
＊

●
太
極
拳
講
座
（
24
式
）

　
4
月
14
日
㈫

※
5
月
～
7
月
ま
で
お
休
み
で
す
。

▼
時
間　
10
時
～
11
時
30
分
ご
ろ

＊　
＊　
＊　
＊　
＊　
＊

▼
場
所　

　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

▼
持
ち
物　
水
分
補
給
用
の
水
ま

た
は
お
茶
、
タ
オ
ル
、
室
内
用
シ

ュ
ー
ズ
（
靴
底
の
薄
い
も
の
）

▼
申
し
込
み　
不
要

太
極
拳
体
験
教
室

　
講
師
の
先
生
に
よ
る
全
6
回
コ

ー
ス
（
無
料
）
で
、
太
極
拳
の
基

礎
を
学
び
ま
す
（
初
級
）。
講
座

の
前
後
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
十
分
に

行
い
体
を
整
え
ま
す
。

▼
日
程　
5
月
12
日
㈫・26
日
㈫
、

6
月
2
日
㈫
・
16
日
㈫
、
7
月
7

日
㈫
・
21
日
㈫
【
全
6
回
】 

▼
時
間　
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所　

　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　
25
人
（
初
心
者
優
先
）

▼
持
ち
物　
水
分
補
給
用
の
水
ま

た
は
お
茶
、
タ
オ
ル
、
室
内
用
シ

ュ
ー
ズ
（
靴
底
の
薄
い
も
の
）

▼
申
し
込
み
方
法　
4
月
30
日
㈭

ま
で
に
電
話
で
健
康
推
進
課
へ
。

 
若
さ･

体
力
を
維
持
す
る

簡
単
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
簡
単
に
で
き
る
内
容
で
、
み
な

さ
ん
楽
し
く
運
動
し
て
い
ま
す
。

　
運
動
の
後
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
♪
先
生
か
ら
ひ
と
こ
と

健
康
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象　
40
歳
以
上
の
人

▼
日
時　

　
4
月
3
日
㈮
、
5
月
1
日
㈮

　
受
付
13
時
30
分
～（
開
始
14
時
）

※
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生
に

よ
る
１
時
間
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

▼
場
所

　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

▼
費
用　
1
回
5
0
0
円

▼
持
ち
物　
水
分
補
給
用
の
水
ま

た
は
お
茶
、
タ
オ
ル
、
室
内
用
シ

ュ
ー
ズ

※
動
き
や
す
い
服
装
で
。

▼
申
し
込
み　
不
要

◎
主
催　
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

　
天
気
を
気
に
せ
ず
、
好
き
な
時

間
に
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
運
動
し

ま
せ
ん
か
！

▼
対
象　

御
所
市
に
住
民
票
が
あ

る
20
歳
以
上
の
人　

▼
内
容　

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
5
台

▼
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル

▼
実
施
日　

毎
週
月
曜
日
～
金
曜

日
（
祝
休
日
は
除
く
）

▼
休
室
日
（
８
月
ま
で
）
6
月
30

日
㈫
、
7
月
2
日
㈭
・
8
日
㈬
、

8
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮ 

※
変
更
は
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
時
間　

9
時
～
12
時
、
13
時
～

16
時　
※
時
間
中
は
出
入
り
自
由

▼
場
所　

い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン

タ
ー 

2
階
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

《
注
意
事
項
》

○
初
め
て
ご
利
用
に
な
る
人
に
は
、

毎
月
第
1
月
曜
日
9
時
～
10
時

に
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
の
正
し
い
使

用
方
法
を
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
し
ま

す
。
こ
の
時
間
以
外
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
以

前
か
ら
ご
利
用
の
人
は
こ
の
時
間

帯
を
避
け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

○
膝
痛
、
疾
病
な
ど
を
お
持
ち
の

人
は
、
医
師
に
相
談
の
う
え
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ツ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
毎
月
、
に
こ
に
こ
楽
々
ペ
ー
ス

で
楽
し
く
歩
い
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日　
4
月
12
日
㈰　

 

9
時
30
分
～
12
時
ご
ろ

※
8
時
時
点
で
雨
の
場
合
は
中
止

▼
行
き
先　
市
内

　
（
当
日
の
お
楽
し
み
）

▼
集
合
〔
9
時
30
分
ま
で
に
〕

　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

▼
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
お
茶

▼
申
し
込
み　
不
要

◎
主
催　
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

G
O
G
O

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
倶
楽
部
ツ
ア
ー

▼
開
催
日　
4
月
30
日
㈭ 

※
8
時
時
点
で
雨
の
場
合
は
中
止

▼
集
合
・
出
発
場
所
と
時
間　

　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

　
集
合
：
9
時
15
分

　
出
発
：
9
時
30
分 

▼
解
散
場
所
と
時
間

　
近
鉄
御
所
駅　
15
時

▼
持
ち
物　

　
弁
当
、
お
茶
、
敷
物
、
雨
具
、

常
備
薬
、
帽
子
、
電
車
賃
300
円

▼
コ
ー
ス　
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ

ン
タ
ー
→
稲
代
坐
神
社
→
大
日
堂

（
ト
イ
レ
）
→
橿
原
神
宮
（
昼
食
・

ト
イ
レ
）
→
神
武
天
皇
陵
→
畝
傍

御
陵
前
駅
→
（
電
車
）
近
鉄
御
所
駅

▼
歩
行
距
離　
約
7
㎞　
　

▼
歩
行
時
間　
約
3
時
間

■
申
し
込
み
方
法　
4
月
28
日
㈫

ま
で
に
G
O
G
O
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

倶
楽
部
会
員
さ
ん
、
ま
た
は
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

 

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が
行
う

無
料
健
康
相
談

【
目
の
健
康
相
談
を
除
き
、

前
日
ま
で
に
予
約
必
要

3

3

3

3

】

▼
内
容
と
日
時

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談

　
4
月
1
日
㈬　
14
時
～
15
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

　
4
月
2
日
㈭　
10
時
～
11
時

目
の
健
康
相
談
【
予
約
不
要
】

　
4
月
14
日
㈫　
14
時
～
15
時

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

　
4
月
27
日
㈪　
14
時
～
15
時

▼
場
所　

奈
良
県
医
師
会
館
1
階
県
民
健
康

サ
ー
ビ
ス
室
〔
近
鉄
大
和
八
木
駅

か
ら
北
へ
徒
歩
約
7
分
〕

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

☎
0
7
4
4
・
22
・
8
5
0
2
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医療機関名 所在地 3種
混合 ポリオ MR 

1期2期
日本
脳炎

2種
混合

子宮
頸がん ヒブ 小児用

肺炎球菌 水痘 高齢者
肺炎球菌

秋 津 鴻 池 病 院
☎63-0601 池之内1064 ○

上 島 医 院
☎63-2378

691
［御門町］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療法人榎本医院
☎67-0008 戸毛1130 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

勝 山 診 療 所
☎65-2631

343-4
［御国通り2丁目］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

勝 山 内 科 医 院
☎62-6438

1128
［中央通り2丁目］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清 保 医 院
☎62-2021

98-1
［JR御所駅前通り］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

済 生 会 御 所 病 院
☎62-3585 三室20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

沢 田 医 院
☎62-0801

180-14
［近鉄御所駅前すぐ］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

島 村 ク リ ニ ッ ク
☎62-1211

東松本4-2
［近鉄御所駅前］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神 宝 医 院
☎62-2240

630-5
［御門町］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田 仲 医 院
☎67-0058 奉膳363 小学生

のみ ○ ○ ○
七 浦 医 院
☎66-0261 西寺田150-2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 川 医 院
☎62-2080

687
［柿ヶ坪町］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

堀 江 医 院
☎62-3059 櫛羅735-2 2期

のみ ○ ○ ○ ○ ○
松 村 医 院
☎67-0165 戸毛991 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

森 岡 医 院
☎64-2345

755-1
［寺内町］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療法人山下医院
☎65-1033 三室110-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉 川 診 療 所
☎63-2323

東松本8-1
［ATYビル1F］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉 川 耳 鼻 咽 喉 科
☎62-3387

東松本8-1
［ATYビル2F］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉 村 診 療 所
☎62-2037

1347
［市役所前の通り側］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

友 診 療 所
☎0747-26-0070 重阪771-1 入所者

のみ

予防接種　実施医療機関一覧表〔個別接種〕
（平成27年4月1日現在）

※実施内容に変更が生じる場合がありますので、事前に医療機関へ確認してください。

★接種には、事前に予約が必要です。
　（沢田医院を除く）

親子でできるふれあい体操

「 ３B体操 」
  　♣日時　4月28日㈫
　　　　 　 10時10分〜

子どもの世界をひろげる
てあそび、おはなし会

　♣日時　4月17日㈮
　　　　　10時10分〜 10時40分

  〔協力 御所おはなしの会〕

♥︎市内在住の
子どもと保護者対象

♠︎申し込み不要

☆子育てサロンイベント in いきいきライフセンター♬
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事業名 対象者 実施日 受付時間 場所 持ち物・内容

母

子

保

健

事

業

４ か 月 児 健 診 4か月児 
〔個人通知します〕 4月9日㈭ 13:15

 〜13:30

い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

【持ち物】
健康診査票（健診）
母子手帳
バスタオル（乳児）
筆記用具
※診査票は記入してご持参ください。

乳 児 相 談 7か月・10か月児
〔個人通知なし〕 4月9日㈭ 9:30

〜10:30

1歳6か 月 児 健 診 1歳8か月児
〔個人通知します〕 4月23日㈭ 13:00

〜13:15

子 育 て サ ロ ン
市内在住の
子どもと保護者

4月7日㈫
4月17日㈮☆
4月28日㈫☆

10:00
〜16:00

子どもたちの遊べるスペースを開放。
☆印はイベント実施日（17ページ下）

集
団
予
防
接
種

Ｂ Ｃ Ｇ
※予約不要

生後3か月〜
12か月未満児

〔個人通知なし〕

4月14日㈫

13:50
〜14:20

【持ち物】
母子手帳〔必携〕予防接種の予診票
※予診票は予防接種手帳から切り離
し、記入・押印してご持参ください。
※子どもの健康状態がよく分かる保
護者同伴でお越しください。

４ 種 混 合 ワ ク チ ン
※予約不要

生後3か月〜
7歳6か月未満児

〔個人通知なし〕
4月15日㈬

種類 対象年齢 場所 備考

個

別

予

防

接

種

３種混合ワクチン 生後3か月〜 7歳6か月未満

指
定
医
療
機
関
（
要
予
約
）　
17
ペ
ー
ジ

どうしても必要な場合以外は4種混合
を接種してください。

不活化ポリオ 生後3か月〜 7歳6か月未満

Ｍ Ｒ
（麻しん・風しん

混合ワクチン）

第 1 期 1歳〜 2歳未満

第 2 期 幼稚園・保育所の年長児 
（平成21年4月2日〜平成22年4月１日生）

【接種期間】
平成28年3月31日まで

水　痘 1歳〜 3歳未満

日本脳炎

第 1 期 3歳〜 7歳6か月未満

第 2 期 9歳〜 13歳未満

特例措置 接種未完了で20歳未満の下記の人
（平成7年4月2日〜平成19年4月1日生）

不足分が接種できます。
詳しくはお問い合わせください。

2種混合
（ジフテリア・破傷風）

11歳〜 13歳未満
〔小学6年生に個人通知します〕

子宮頸
けい

がん予防ワクチン 小学6年生〜高校1年生相当の女子 3回接種（ワクチンの種類により、
接種間隔が異なります）

ヒブワクチン 生後2か月〜 5歳未満 1 〜 4回接種（接種開始月齢により、
回数が異なります）

小児用肺炎球菌ワクチン 生後2か月〜 5歳未満 1 〜 4回接種（接種開始月齢により、
回数が異なります）

2か月に1回の
実施。次回は、
6月16日㈫。

◎個別予防接種は、「２種混合」以外は個人通知しません。
◎接種の際には、母子手帳、予防接種の予診票を必ずご持参ください。
◎予診票をお持ちでない人は交付しますので、お問い合わせください。
◎保護者の人は、予防接種の安全性・有効性などをよく理解し、計画的に接種してください。
◎接種期間外は任意接種（有料）。特にBCG接種は生後12か月未満と接種期間が短いのでご注意ください。

◇◆予防接種の注意事項◆◇

4月 いきいきライフセンター 母子保健事業
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平
成
20
年
５
月
号
か
ら
平
成
24
年
11
月

号
ま
で
「
ふ
る
さ
と
御
所　
文
化
財
探
訪

―考
古
学
・
古
代
史
編
―」
を
お
届
け
し

て
き
ま
し
た
。
本
来
は
そ
の
中
に
組
み
込

み
た
か
っ
た
も
の
の
、
諸
般
の
事
情
か
ら

詳
細
を
記
す
の
を
控
え
た
も
の
も
少
な
か

ら
ず
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
各
種
条
件
が

整
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
字
元
町
に
所
在

す
る
石せ

っ
こ
う
ざ
ん

光
山
古
墳
群
の
こ
と
に
つ
い
て
、

今
号
と
次
号
の
２
回
に
分
け
て
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
石
光
山
古
墳
群
は
東
西
3
0
0
ｍ
、
南

北
2
0
0
ｍ
の
独
立
丘
陵
を
利
用
し
て
営

ま
れ
た
約
1
0
0
基
か
ら
な
る
群ぐ

ん
し
ゅ
う
ふ
ん

集
墳

（
写
真
１
）
で
す
。
1
9
7
2
年
（
昭
和

47
）
～
1
9
7
4
年
（
昭
和
49
）
に
か

け
て
、
住
宅
開
発
に
先
立
ち
、
当
時
、
橿

原
考
古
学
研
究
所
に
お
ら
れ
た
白
石
太
一

郎
さ
ん
を
調
査
主
任
と
し
て
発
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
、
丘
陵
西
半
の
お
よ
そ
半
数
の

古
墳
が
記
録
保
存
（
調
査
後
消
滅
）
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
早
く
も
２
年
後
の

1
9
7
6
年
（
昭
和
51
）
に
は
、
当
時
と

し
て
は
画
期
的
と
も
い
え
る
詳
細
な
内
容

の
発
掘
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま

す
（
写
真
２
）。
群
集
墳
研
究
に
あ
た
っ

て
必
携
の
書
と
も
い
わ
れ
る
同
書
に
し
た

が
っ
て
、
こ
の
特
色
あ
る
群
集
墳
に
つ
い

て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　
最
大
の
特
徴
は
、
独
立
丘
陵
上
に
所
狭

し
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
墳
丘
の
裾
を
接
す
る

よ
う
に
し
て
、
多
く
の
古
墳
が
築
造
さ
れ

て
い
る
（
図
１
）
こ
と
で
、
ま
さ
に
典
型

的
な
群
集
墳
と
い
え
る
こ
と
で
す
。
発
掘

調
査
さ
れ
た
丘
陵
西
半
の
状
況
か
ら
そ
の

群
形
成
の
あ
り
か
た
を
み
る
と
、
５
世
紀

後
葉
に
３
基
の
前
方
後
円
墳
と
９
基
の
円

墳
が
築
造
さ
れ
た
こ
と
を
端た

ん
し
ょ緒
と
し
、
６

世
紀
の
う
ち
に
多
く
の
円
墳
が
築
造
さ
れ

て
、
そ
の
後
、
細
々
と
で
す
が
７
世
紀
中

葉
過
ぎ
ま
で
古
墳
が
造
ら
れ
続
け
て
い
ま

す
。

　
５
世
紀
後
葉
築
造
の
石
光
山
８
号
墳
は

墳
長
35
ｍ
と
は
い
え
群
中
最
大
の
前
方
後

円
墳
で
、
墳
丘
裾
に
は
円え

ん
と
う筒
埴は

に
わ輪
列
を
伴

っ
て
い
ま
す
。
後
円
部
の
中
心
主
体
は
竪

穴
式
石
室
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
乱
掘
さ

れ
、
副
葬
品
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
脇
に
あ
る
副

次
的
埋
葬
施
設
の
木も

っ
か
ん
じ
き
そ
う

棺
直
葬
主
体
部
棺
外

か
ら
は
、
馬
の
腰
か
ら
尻
に
か
け
て
を
飾

文化財課
☎60-1608

番外編
ふるさと御所
文化財探訪文化財探訪

石
光
山
古
墳
群

〈
1
〉

住宅地開発

により消滅

現存

り
付
け
る
た
め
の
、
金こ

ん
ど
う
そ
う
け
ん
ひ
し
が
た
ぎ
ょ
う
よ
う

銅
装
剣
菱
形
杏
葉

３
点
（
写
真
３
）
と
金こ

ん
ど
う
そ
う
お
び
か
ざ
り
か
な
ぐ

銅
装
帯
飾
金
具
な

ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
、
煌き
ら

び
や
か
な

尻し
り
が
い繋
装
具（
図
２
）が
出
土
し
て
い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
『
葛
城
・
石

光
山
古
墳
群
』（『
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記

念
物
調
査
報
告
』
第
31
冊
、
１
９
７
６
年

（
文
責　
　
田 

和
尊
）

写真1　石光山古墳群全景
（北西から：手前半分を発掘調査中）

（転載許可：奈良県立橿原考古学研究所）

写真2　発掘調査報告書

図1　石光山古墳群

写真3　石光山8号墳　剣菱形杏葉
（転載許可：奈良県立

橿原考古学研究所附属博物館）
図2　石光山8号墳　馬の尻繋装具
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第10回市町村対抗子ども駅伝大会が馬見丘陵公園（北葛城郡河合町）
で行われ、御所市から21人の選手が練習に参加し、駅伝大会8人、タ
イムトライアル4人の代表選手が大会に挑みました。走ることが大好

き な 選 手 た ち。
みなそれぞれ持
てる力を思う存
分発揮し、これ
までの練習の成
果を出し切った
後は、晴やかな
清 々 し い 顔 を
見せてくれまし
た。

3/7　第10回市町村対抗子ども駅伝大会

3月14日・15日には展示発表の部が開催され、教室
生やクラブ・サークルのみなさんが手懸けてこられ
たさまざまな作品が館内に展示されました。活動記
録の展示や手作りの作品の販売、お茶席、うたごえ
喫茶「歌楽」の催し物などが行われ、大勢の来場者
でにぎわいました。

中央公民館教室生や中央公民館を利用して活動するクラブ・
サークルのみなさんが、この1年間の成果を発表しました。
3月8日に行われた舞台発表の部では、琴・大正琴の演奏
に民謡、日本舞踊や体操、太極拳にフラダンス、子どもジ
ャズダンスにキッズチア、手話や着物の帯の結び方の披露、
ベトナムや中国から御所に研修で来ているみなさんの日本
語学習の成果の発表、コーラス・混声合唱団の歌声など、
それぞれ素晴らしいステージを披露しました。

 選手名 学年 　学校名　
香川　たまき 5年 秋津小学校
小田　陸人 6年 御所小学校
倉本　紗來 6年 御所小学校
迫田　海斗 6年 御所小学校
松本　真白 5年 掖上小学校
西村　遥太 6年 掖上小学校

中濱　穂乃花 5年 御所小学校
香川　大将 6年 秋津小学校

 選手名 学年 　学校名　
泉　千智 6年 御所小学校

髙橋　未来 5年 御所小学校
川村　星斗 6年 秋津小学校
東　星史留 6年 御所小学校

◆駅伝大会

◆タイムトライアル

※
学
年
・
学
校
名
は
大
会
当
時

第41回中央公民館発表会



21 広報 御 所  2015(平成27)年4月号

3月3日、「御所幼年消防クラブ防火パレード」が行われ、御所市防災安全協
会、御所市消防団、高田警察署御所警察庁舎、御所消防署のみなさんと一緒に、
今年は第一葛城学

園と恵愛保育所の年長児が拍子木を打ち鳴らし、
「♪戸締り用心、火の用心！」と元気な歌声を響

か せ な が ら、
御所のまちを
練り歩きまし
た。
消防署をはじ
め、日夜消防
活動に尽力し
てくださる地
域のみなさん
と整列し、神妙な面持ちで「敬礼！」のポーズを取る子ども達。火事
のない安全な暮らしの大切さ・ありがたさを感じてくれたようです。

戸締り用心　火の用心！

「自分の命を守る行動」 できますか？

「グラッ、グラグラッ」地震発生。校舎内に「緊急地震速報」
が鳴り響くと、教室にいた児童と教員は一斉に身をかがめて机
の下にもぐり込みました（シェイクアウト）。
市立名柄小学校では、2月3日から5日の3日間、実践的防災教育
の一環として、日本防災士会奈良県支部、奈良地方気象台、県
教育委員会などの協力のもと、「緊急地震速報」を用いた避難

訓 練 等 を 実 施 し ま し
た。
いざ地震が発生したときに「自らの命を守る行動」ができるよう、
地元の防災士さんとともに、予備の訓練や事前学習に取り組み、
仕上げとしてこの日の訓練をむかえました。教室でシェイクアウ
トにより身を守った児童たちは、その後、避難の基本的行動をと
り、無事に避難場所である運動場に集合することができました。
市教育委員会では、名柄小学校ほか3校に「緊急地震速報」受信
機を設置済みで、今後も年次計画で市立小・中学校全校への整備
を進めていく予定です。

2月3日、グアム（アメリカ合衆国）のジョン・
F・ケネディー高校の生徒16人が御所市介護
予防センターを訪れ、介護予防教室のフラ
ダンス教室に参加し、グアム伝統のチャモ
ロダンスを披露しました。
陽気でダイナミックな踊りと唄で会場は常
夏に。ダンスを教わるワークショップも開
催され、若さあふれる踊りのレッスンで大
いに盛り上がりました。

グアムからこんにちは♪
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市役所は☎62-3001

画  村埜 治郎 さん 

　
昔
、
昔
、
大
昔
。
時
の
応お

う
じ
ん神
天
皇
さ
ま
が
、
秋
津
の
地
に

皇
居
を
お
造
り
に
な
り
、
金
剛
、
葛
城
の
山
々
が
あ
お
ぎ
見

ら
れ
る
こ
の
秋
津
の
里
で
、
日
々
の
暮
ら
し
を
営
ま
れ
て
い

た
と
き
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
あ
る
春
の
日
、
天
皇
さ
ま
に
女
の
御み

こ子
さ
ま
が
ご
誕
生
に

な
り
ま
し
た
。
天
皇
さ
ま
は
た
い
そ
う
お
慶
び
に
な
り
、
爛

漫
と
咲
き
誇
る
桜
花
の
よ
う
に
美
し
く
華
や
か
で
あ
れ
と
、

若
桜
姫
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
姫
さ
ま
ご
披
露
の
宴
を
催
さ
れ
た
折
り
、
天
皇
さ
ま
は
姫

さ
ま
の
幸
せ
を
願
っ
て
、
占
い
を
さ
せ
て
み
よ
う
と
お
考
え

に
な
り
、
占
い
術
を
よ
く
す
る
僧
侶
に
、
若
桜
姫
さ
ま
の
行

く
末
を
占
っ
て
み
よ
と
お
命
じ
に
な
り
ま
し
た
。

　
僧
侶
は
、
姫
さ
ま
を
抱
い
た
侍
女
の
前
に
座
る
と
、
静
か

に
目
を
閉
ざ
し
ま
し
た
。
し
ば
し
沈
黙
の
あ
と
、僧
侶
は
重
々

し
く
口
を
開
き
ま
し
た
。

「
若
桜
姫
さ
ま
は
、
た
い
そ
う
見
目
麗
し
く
、
そ
の
お
心
も

愛
ら
し
く
、
ま
た
賢
く
お
な
り
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
気
が

か
り
は
、
そ
の
美
し
さ
故
、
姫
さ
ま
を
ね
た
む
者
、
お
と
し

い
れ
る
者
が
必
ず
や
出
て
ま
い
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
」

　
天
皇
さ
ま
は
僧
侶
の
言
葉
を
お
聞
き
に
な
り
、

「
姫
に
ふ
り
か
か
る
災
い
は
、
姫
の
ま
わ
り
を
し
か
と
固
め

た
な
ら
ば
、
大
事
に
は
至
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
」

と
力
強
く
仰お

お

せ
に
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
　
�
　
�

　
月
日
が
往ゆ

き
年
が
経
っ
て
、
若
桜
姫
さ
ま
は
す
く
す
く
と

お
育
ち
に
な
り
ま
し
た
。
占
い
僧
の
言
葉
ど
お
り
、
そ
の
お

姿
は
ま
ぶ
し
い
ば
か
り
の
美
し
さ
で
し
た
。

　
あ
る
日
の
こ
と
、
二
人
の
立
派
な
若
者
が
天
皇
さ
ま
に
お

目
ど
お
り
を
願
い
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
二
人
は
、
若

桜
姫
さ
ま
の
気
高
く
愛
ら
し
い
お
姿
を
垣
間
見
る
う
ち
、
姫

さ
ま
の
虜と

り
こ

に
な
り
通
い
詰
め
て
し
ま
っ
た
、
こ
の
う
え
は
ぜ

ひ
我
が
妻
に
、
と
申
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
皇
さ
ま
は
た
い
そ
う
驚
き
に
な
り
、
姫
は
ま
だ
若
す
ぎ

る
、
そ
れ
に
二
人
の
者
に
一
人
の
姫
を
嫁
が
せ
る
わ
け
に
は

ゆ
か
ぬ
と
若
者
た
ち
に
断
り
を
含
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
二
人
の
若
者
は
、
足
繁
く
皇
居
を
訪
れ
、
熱
心

に
お
目
ど
お
り
を
請こ

う
の
で
、
天
皇
さ
ま
も
少
し
ず
つ
お
心

を
動
か
さ
れ
、
ひ
と
つ
の
ご
提
案
を
お
出
し
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
二
人
の
若
者
に
、
早
馬
で
駆
け
な
が
ら
馬
上
で

的
を
ね
ら
い
、
一
本
で
も
多
く
矢
を
的
中
さ
せ
た
者
に
姫
を

嫁
が
せ
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
三
日
の
後
、
皇
居
か
ら
少
し
離
れ
た
矢
場
で
、
い
よ
い
よ

二
人
は
姫
を
め
ぐ
っ
て
争
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
背
中
に
七
本
の
矢
羽
根
を
負
い
、
き
り
り
と
馬
上
の
人
と

な
っ
た
二
人
の
若
者
は
、
横
木
に
沿
う
て
矢
場
の
両
端
に

相あ
い
た
い対
し
、
交
互
に
馬
を
走
ら
せ
て
は
的
に
向
か
っ
て
矢
を
放

ち
ま
し
た
。
矢
が
的
を
射
抜
く
た
び
に
、
見
守
る
人
々
の
間

か
ら
ど
よ
め
き
が
起
こ
り
、
人
々
の
目
は
二
人
の
若
者
の
一

挙
一
動
に
吸
い
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
矢
場
の
中
を
動
く
の
で

し
た
。
二
人
は
か
わ
る
が
わ
る
矢
を
放
ち
ま
し
た
が
、
ど
ち

ら
も
譲
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
六
本
の
矢
は
す
べ
て
的
を
射
抜
い

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
と
う
と
う
残
る
矢
は
一
本
と
な
り
、
矢
場
は
し
い
ん
と
静

ま
り
返
り
ま
し
た
。
片
側
の
若
者
が
馬
の
腹
を
力
い
っ
ぱ
い

蹴け

り
上
げ
る
と
両
膝
で
そ
の
胴
を
し
っ
か
り
と
挟
み
な
が
ら

疾
走
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
的
に
向
け
て
ハ
シ
ッ

と
ば
か
り
に
矢
を
放
ち
ま
し
た
。
す
る
と
も
う
一
人
も
力
強

く
馬
を
走
ら
せ
、
や
は
り
的
へ
矢
を
射
込
ん
だ
の
で
す
。
二

本
の
矢
は
も
の
の
見
事
に
的
の
真
中
を
射
抜
い
て
お
り
ま
し

た
。
回
り
か
ら
賞
賛
と
も
嘆た

ん
そ
く息
と
も
つ
か
ぬ
ど
よ
め
き
が
上

が
り
、
矢
場
は
興
奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

「
さ
て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
も
の
か
」

天
皇
さ
ま
は
未
だ
興
奮
さ
め
や
ら
ぬ
矢
場
に
目
を
這は

わ
せ
ら

れ
思
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
と
き
血
相
を
変
え
た
仲ち

ゅ
う
げ
ん間

が
走
り
込
ん

で
ま
い
り
、
天
皇
さ
ま
の
側
近
に
何
ご
と
か
伝
え
た
の
で
す
。

た
だ
な
ら
ぬ
気
配
が
矢
場
の
内
に
さ
ざ
な
み
の
よ
う
に
広
が

っ
て
い
き
ま
し
た
。

�
　
�
　
�

　
二
人
の
若
者
が
競
い
合
う
最
中
、
若
桜
姫
さ
ま
は
庭
に
咲

き
始
め
た
百
合
の
花
を
愛
で
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
花
の
気
高

さ
、
あ
で
や
か
さ
に
う
っ
と
り
と
な
ら
れ
、
花
の
間
に
分
け

入
り
、
じ
っ
と
た
た
ず
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

若
桜
姫

御所おはなしの会　御所のむかしむかし（一部抜粋・改変）

　
そ
の
と
き
、

姫
の
背
後
に
何

か
が
影
の
よ
う

に
忍
び
寄
り
ま

し
た
。
そ
う
し

て
そ
れ
と
同
時

に
、
姫
さ
ま
の

姿
は
白
百
合
の

波
間
に
沈
む
か

の
よ
う
に
見
え

な
く
な
っ
た
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
若
桜
姫
さ
ま

が
お
見
え
に
な

ら
な
い
と
腰こ

し
も
と元

た
ち
が
気
付
き
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
探
し
歩
い
て
花
の
間
に

横
た
わ
る
姫
さ
ま
を
見
つ
け
た
と
き
に
は
、
そ
の
胸
は
朱
に

そ
ま
り
、
美
し
い
お
顔
は
青
ざ
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
る

で
花
の
し
と
ね
に
眠
る
よ
う
な
お
姿
は
神
々
し
く
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
姫
さ
ま
の
お
付
き
の
腰
元
が
ひ
と
り
姿

を
消
し
て
い
る
の
が
分
か
り
、
さ
ら
に
よ
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、

姫
さ
ま
に
執
心
で
あ
っ
た
二
人
の
若
者
の
う
ち
の
一
人
を
慕

っ
て
い
た
こ
と
も
分
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
腰
元
の
行
方
は
よ
う
と
し
て
知
れ
ず
、
そ
の
う
ち
風

の
噂
で
、
と
あ
る
山
の
中
で
腰
元
風
の
女
の
亡な

き
が
ら骸

を
見
た
と

い
う
人
の
話
が
さ
さ
や
か
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
天
皇
さ
ま
の
お
悲
し
み
は
、
と
う
て
い
言
葉
で
は
言
い
尽

く
せ
ぬ
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
花
の
盛
り
を
待
た
ず
に
世
を

去
ら
れ
た
姫
さ
ま
を
哀
れ
に
思お

ぼ

し
召
さ
れ
、
ま
た
、
不
吉
な

こ
と
が
起
こ
れ
ば
皇
居
は
移
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
し
き
た
り

も
あ
っ
て
、
や
が
て
応
神
天
皇
さ
ま
ご
一
族
は
秋
津
の
地
を

出
て
い
か
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
主
な
き
皇
居
と
な
っ
て
か
ら
も
、
そ
の
お
庭
に
は
季
節
が

巡
る
た
び
に
姫
さ
ま
が
好
ま
れ
た
百
合
の
花
が
、
一
面
に
咲

き
乱
れ
た
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
村
人
た
ち
は

愛
ら
し
く
清
ら
か
で
あ
っ
た
姫
さ
ま
を
偲し

の

び
、
お
塚
の
そ
ば

に
若
桜
の
木
を
植
え
、
大
事
に
育
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

画  村埜 治郎 さん 
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図書館は☎65-2580☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL

 4月のイベント♬
 図書館へ
ようこそ！

U http://www.library.gose.
nara.jp/

【開館時間】9時〜 17時
は休館日 は整理日(休館)

日 月 火 水 木 金 土

5 6 5 6 9 10 11
12 13 14 15

7 8
16 17 18

1 2 3 4

19 20 21 22 23 24
5/1

25
26 27

4月　図書館カレンダー

28 3029 5/2

♣️ 新 着 図 書 と 今 月 の お す す め ♣️
一　般　書（中高生も含む）

書　　名 著 者・出 版 社
Word & Excelでできる自治会・
PTAの書類のつくり方　

羽石　相・山田　あゆみ／
著　技術評論社

乙女の松下村塾読本 堀江　宏樹・滝乃　みわこ
／著　主婦と生活社

軽貨物運送で成功した10人の
社長たち

阿部　観／著
学研マーケティング

はじめてのベトナム語 欧米・アジア語学センター
／著　明日香出版社

谷崎潤一郎の恋文 谷崎　潤一郎／著
中央公論新社

図書館奇譚 村上　春樹／著
新潮社

奈良名山案内 エスカルゴ山の会関西支部
／編著  ナカニシヤ出版

父という病 岡田　尊司／著
ポプラ社

作業療法士になるには 濱口　豊太／編著
ぺりかん社

 
児　童　書

書　　名 著 者・出 版 社
見学！自然エネルギー大図鑑

〈3〉
飯田　哲也／監修
偕成社

進化する船のしくみ 鈴木　和夫／著
誠文堂新光社

ようこそ！理科レストラン
〈1〉

法政大学自然科学センター
／監修　文研出版

ちびまる子ちゃんの小学生英語 さくら　ももこ／キャラ
クター原作　集英社

ハーブ魔女のふしぎなレシピ あんびる　やすこ／作・絵
ポプラ社

かいけつゾロリのクイズ王 原　ゆたか／さく・え
ポプラ社

おおきくなりたいの マーガリータ・エングル／
ぶん　岩崎書店

天女の里がえり 君島　久子／文
岩波書店

パンどうぞ 彦坂　有紀・もりと　いずみ
／作　講談社

■一般書■

小林　文明／著
成山堂書店

家やクルマなど鉄筋の構造
物までも倒壊する竜巻のパ
ワーはどのように生まれる
のか。もし、竜巻に遭

そ う ぐ う

遇し
たらどうやって身を守れば
よいのか。日本の竜巻を30
年間研究してきた著者が丁
寧に解説する。

『竜巻〜メカニズム・被害・身の守り方』

■児童書■
『ふいぎなかいだん』

永井　秀幸／作
金の星社

海の中の階段、どこへ続い
ているのかな?本を立て1ペ
ージずつ手前に倒して正面
から片方の目だけで見ると、
あら、ふしぎ！絵が飛び出
して見える3D絵本。カメラ
等で撮影するともっと飛び
出して見えます。

▶このほかにも新しい図書があります。
▶図書館のホームページで、蔵書の検索や貸出中
の本の予約もできます。

●つーちゃんのおはなし会
　5日㈰　14時〜
●おはなしを楽しむ会
　11日㈯・25日㈯　10時30分〜
●絵本を楽しむ会
　17日㈮　10時30分〜

♪児童書コーナーにて♪

中高生向けの本の場所が
変わりました！

中高生は、大人の本もどんどん読める
年代！
3月から、1階に「ティーンズコーナー」
を設けました。音楽
や楽器、芸能コーナー
の向かいです。
中 高 生 の み な さ ん、
ぜひ借りに来てくだ
さいね。

「本は　キラキラ　万華鏡」
〜こどもの読書週間2015 〜

� 1人10冊3週間貸出します。
� 期間 4月23日㈭〜 5月10日㈰

いっぱい読んでね！
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親子の絆を結ぶお手伝い！子育ての楽しさ、見つけましょう♪

こひつじ地域子育て支援拠点事業  
御所市委託による 　　地域子育て支援センター“こひつじ”

子どもは友達との
遊びの中でお互い
にまねをしながら
大きくなります。

１　子どもの遊びと親子のふれあい支援事業（こひつじひろば）

２　子育て相談事業

３　親育ち支援事業

４月の予定
事業名 開催日

おひさまひろば 21日㈫

赤ちゃんこひつじ 22日㈬

恵愛こひつじサロン 21日㈫
22日㈬

こひつじひろば 23日㈭

美しい桜やお花の咲く庭が待っています
　一緒に遊びましょう♪

　�場所　恵愛保育所内 恵愛ホール
　�時間　10時〜 12時

事 内業 容

♣️ 赤ちゃんこひつじ
　１歳半未満の子ども・お母さんの遊び・ふれあい・学びのひろば
♣️ こひつじひろば
　１歳半以上の子ども・お母さんの遊び・ふれあい・学びのひろば
♣️ おひさまひろば
　保育所園庭で身体を動かして遊ぶ運動遊びのひろば
♣️ 恵愛こひつじサロン
　赤ちゃんから就園前の子ども・お母さんの自由な交わりのひろば
　小さなサークルも生まれています♪

♣️ その他
　＊お誕生日会　＊自然体験
　＊お父さんと遊ぼう
　＊出前こひつじ

子育てのこと、お母さん自身のこと、何でもご相談ください。
一緒に考えていきましょう。センターへ遊びに来られたときや、
お電話で、お気軽にお話しください。
安心してお話しいただけるよう相談場所を設けています。
★ 一時預かり保育事業も行っています。詳細はご相談ください。

♥︎ 子育て講演会・食育講座
　親子一緒に、いろいろなかたちで学んでいきましょう。
♥︎ ひとこと育児アドバイス
　今を輝いて遊んでいる保育所の子どもたちの姿に出会っ
たり、実例を交えてアドバイスします。　　　　　　
♥︎ 手仕事会
　子どものおもちゃやおやつ…お母さんの趣味を生かして
楽しい手作り、なかま作りをしましょう。

♥︎ 保育所の在園児との交流による体験
　発達段階に応じた遊びや給食を体験しながら、学んでい
きましょう。
♥︎ 子育て通信「こひつじだより」など育児情報を
提供します
　子育てに関する情報、お知らせをまとめて発行し、参考
になる月刊紙を差し上げます（こひつじ登録の人）。

親も親同士の交わり
の中で、新しい子ど
もの姿に気づき、親
として自分を見つけ
成長していきます。

この２つを願い、地域子育て支援センター
"こひつじ"では、いろいろなかたちでみなさん
の子育てを支援していきます。
子どもは愛され見守られて成長し、大人は育てる
ことを学び育ちます。大人も子どもも、共に育ち
合い成長しましょう。

御所市増355　社会福祉法人 恵愛保育所内☎F 66-2233
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　こども家庭相談センタ－では、児童を養育
している家庭の社会的な問題及び養育に欠け
る問題等の相談や指導を行っています。また、
児童虐待対応の窓口として、関係機関への情
報提供等の調整機関となっています。
　そのほか、ひとり親家庭の子育て支援・生
活支援・就労支援・貸付事業等の相談も行っ
ていますので、児童を養育する上で何か困っ
たことがあれば、お気軽にご相談ください。
　なお、相談・情報内容等について、職員に
は守秘義務が課せられています。
■開所日　　月曜日〜金曜日
　　　　　　（祝休日、年末年始を除く）
■時　間　　8時30分〜 17時15分

こども家庭相談センターのご案内
N

国
道
２４
号

JR
御所駅

御所橋

宮　戸名　柄 室

御所駅南

豊年橋

こども家庭
相談センター

国道309号

櫛羅東櫛　羅

県
道
御
所
香
芝
線

至
　大
阪
府

至
　大
淀
町

至　葛城市至　葛城市

幸　町

至　五條市 至　五條市

市役所前

蛇　穴

葛
城
川

鎌田川

近鉄
御所駅

青翔高校
御所警察庁舎大正小学校

環境処理センター

信行寺

市役所

豊　田

ガソリン
スタンド

ガソリン
スタンド

幸町保育所幸町保育所

　   □養護相談
　　　児童虐待相談…………58件
　　　その他の相談…………23件
　   □保健相談………………  0件
　   □障害相談………………11件
　   □非行相談………………  1件
　   □育成相談………………  4件
   　□その他の相談…………11件

平成26年4月〜平成27年1月
相談内容別実件数

こども家庭相談センター（幸町188番地の2）
［旧 幸町コミュニティセンター］☎62-4512

「児童扶養手当」および「特別児童扶養手当」等については、「自動物価スライド制」が採られており、
その具体的な改定額は、政令で定められます。
4月分（8月期支払分）から、手当の月額が下記のとおり改定されます。

児童課児童係☎内線 533
額の改定について

児童扶養手当・特別児童扶養手当

＊全国消費者物価指数と特例水準の段階的な解消とを合わせ、両手当とも2.4％の引き上げとなります。

▶児童扶養手当
第1子　全部支給　42,000円
　 　 　 一部支給　41,990円〜 9,910円
※第2子5,000円、第3子以降1人につき3,000円の
各加算については変更ありません。

▶特別児童扶養手当
1級　1人につき
　　　　51,100円
2級　1人につき
　　　　34,030円
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市税・保険料の「コンビニ納付」が
スタートしました！

■問い合わせ先　　　　　　　　
●市税の課税について　
　税務課 ☎内線543・545・546
●市税の納付について　
　収税課 ☎内線549・548・542
●保険料について　　　
　保険課 ☎内線252・257

　4月から、従来の「金融機関窓口等」〈別記2〉に加えて「コンビニエンス・ストア（コンビニ）」〈別記1〉
でも、市税・保険料の納付ができるようになりました（納付書1枚あたり30万円を超えるものを除く）。
　納期限内であれば、曜日や時間を気にせず、全国のコンビニで24時間、便利に納付することができます。
仕事などで忙しく、金融機関窓口等へ行くことができない人は、ぜひご利用ください。

☆コンビニで納付できる市税・保険料《コンビニ対応の納付書には、バーコードが印刷されています》
　【市　税】市県民税（普通徴収分）、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税
　【保険料】後期高齢者医療保険料（普通徴収分）、介護保険料（普通徴収分）
※コンビニで納付できるのは、納付書に記載の「納期限日」までです。期限を過ぎると取り扱いが出来ません。
※納付の際は、領収書とレシートを必ず受け取り、大切に保管（市税は5年間、保険料は2年間）してください。

〈別記1〉納付可能なコンビニ一覧
セブン－イレブン、ローソン、ファミリーマート、サークルK、サンクス、デイリーヤマザキ、ニューヤマザキデイリーストア、
ヤマザキスペシャルパートナーショップ、ミニストップ、ポプラ、生活彩家、エブリワン、くらしハウス、スリーエイト、
ココストア、スリーエフ、セーブオン、コミュニティ ･ストア、セイコーマート、スパー北海道、ハセガワストア、タイエー、
MMK（マルチメディアキオスク）設置店、ヤマザキデイリーストアー、ローソンマート、ローソンストア100

× 次の納付書はコンビニでは使用（納付）できません。
・納期限を過ぎたもの
・バーコードが印字されていない平成26年度以前に発行されたもの
・納付書１枚の金額が30万円を超えるもの
・破損、汚損などによりバーコードが読み取れないもの
・金額訂正などの書き込みがあるもの
・ミシン目を切り離したもの

（口座振替の手続きには、預貯金通帳と届出印、納税通知書が必要です。）
◯固定資産税の口座振替をご利用の方は、納期限の日が振替日になっています。事前に預貯金残高の確

認をお願いします。
○固定資産税の口座振替納付で全期前納をご利用の方で、預貯金残高不足等により今回の口座振替がで

きなかった場合には、1期分の納付書を送付しますので、下記の金融機関窓口等で納付してください。
　なお、バーコードが印字されている納付書は、コンビニでも納付が可能です。
　また、2期以降は期別にて再度口座振替させていただきます。
※金額が30万円を超える納付書、納期限を過ぎた納付書は、コンビニでは使用できません。

【※金融機関窓口等】
　御所市役所（出納室、収税課【市税】、保険課【保険料】）、南都銀行、奈良県農業協同組合、りそな銀行、

三菱東京UFJ銀行、三井住友銀行、近畿大阪銀行、近畿労働金庫、大和信用金庫、近畿2府4県のゆう
ちょ銀行及び各郵便局

〈別記2〉金融機関窓口等一覧
南都銀行、奈良県農業協同組合、りそな銀行、三菱東京UFJ銀行、三井住友銀行、近畿大阪銀行、近畿労働金庫、大和信用金庫、
近畿２府４県のゆうちょ銀行及び各郵便局、御所市役所（出納室・収税課【市税】・保険課【保険料】）
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市税・保険料の「納税通知書」「納付書」の
様式が変更になりました。

◉様式の変更について
　コンビニ納付の開始に伴い、これまで納税通知書と納付書を1冊綴りで送付していましたが、平成27年度
から1枚ずつの納付書に変更になります。

（例）4月に送付する固定資産税の納付書は、一括で納付できる「全納分」が1枚、期別で納付する「第1期」
〜「第4期」分が4枚、計5枚送付します。
※6月に送付する市県民税の納付書も固定資産税と同様です。
※7月に送付する国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の納付書は、「全納分」が1枚、期別
で納付する「第1期」〜「第8期」分が8枚、計9枚送付します。
※軽自動車税（定期）は、　5月に納税者の所有台数分を送付します。

◉「全納分」で一括して納付するか、または「期別」に納付するかで、使用する納付書が変わってきます。「全
　納分」または「期別」どちらか片方の納付書を利用してください。
◉複数枚の納付書を納付窓口へ差し出すと、すべて納付するものと判断されます。特に「全納分」と「期別」
　の重複納付に、ご注意ください。
◉「期別」の納付書（4枚または8枚）は、
　納期（納期限）の順番をよく確認のうえ、
　ご利用ください。

1冊に綴られている 全納分の納付書（1枚） 期別の納付書（4枚または8枚）

平成26年度まで

納税通知書と納付書 納税通知書 ＋ ＋ 納付書納付書

平成27年度から

《納期限》4月30日㈭

《口座振替日》4月30日㈭
★忘れずに納付してください★

4月の納税 等4月の納税 等

☆口座振替のご案内
◯市税・保険料の納付を口座振替にすると、指定口座から自動的に引き落とされ、納め忘れがなくなり

ます。一度手続きをすると翌年度以降も自動的に継続されます。
◯手続きは市内の金融機関窓口または御所市役所収税課【市税】、保険課【保険料】でできます。市外

の金融機関窓口で手続きする場合は、事前に市役所へ連絡してください。必要な用紙を送付します。

　　固定資産税　全期・第1期
　　  担当窓口　収税課☎内線542・548

新
様
式
（
イ
メ
ー
ジ
）

コンビニ収納に必要なバーコード

期別・納期限を確認してください。

※複数枚送付しますので、よく確認
してください。

→
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市税は必ず納期内に納めましょう。
　自主納税にご協力ください。

市税等納付月一覧

月科目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

市　税

保険税

市 県 民 税（ 普 通 徴 収 分 ） 1期 2期 3期 4期
固 定 資 産 税 ／ 都 市 計 画 税 1期 2期 3期 4期
軽 自 動 車 税 定期
国 民 健 康 保 険 税（ 普 通 徴 収 分 ） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

収税課☎内線542・548

※納期限は各納付月の末日（12月は12月28日）。末日が㈯㈰㈷の場合は、翌月最初の平日となります。

　市税は、自主財源の主役を担う収入であり、その確保は市民生活とまちづくりを支えるために必要不可
欠であると同時に、納税の公平性の観点からも重要です。市では、納税可能な財産等があるにもかかわら
ず、誠意なく納税義務を果たさない人に対し、その財産を差押するなど滞納整理を積極的に進めてきました。
その結果、市税徴収率は大幅に向上し、滞納額は縮減してきています。
　しかしながら、本来、市税は定められた期限内（納期内）に自主的に納めていただくものです。市では、
この本来の姿である「自主納税」を推進していますので、ご理解、ご協力をお願いします。

■納期限までに納めましょう■
　納税は国民の義務であり、ほとんどの納税者は
納期内に納付されています。
　納期限を過ぎて納付すると、延滞金や督促手
数料が発生し、納税者は余計な負担をしなけれ
ばならない場合があります。延滞金や督促手数
料は、納期内に納付した人と納付しなかった人
との公平性を確保するためにも原則的に徴収し
ています。
　また、滞納すると、差押等の法的処分の対象
となり、特に給与や不動産等を差押えられると、
滞納者にとっては大きな経済的、社会的ダメー
ジとなります。

　市としても滞納整理に相当の経費がかかり、
本来、福祉・教育などに使われるべき貴重な市
税からその費用が支出されることになりますの
で、市民全体にとって大きな損失となります。
　なお、失業や病気など、納期限を過ぎてもす
ぐに納付できない理由がある場合は、早急に納
付相談をしていただくようお願いします。生活
状況を聴取させていただいたうえで、分割納付
等の緩和を図りながら、実行可能な完納計画を
誓約していただきます。
　大多数の納税者が、納期内納付にご協力いた
だいていることをふまえ、今後も滞納縮減と自
主納税を推進します。

保険料の納期内納付にご協力ください。
保険課☎内線252・257

保険料納付月一覧

月科目 7 8 9 10 11 12 1 2

保険料
介 護 保 険 料（ 普 通 徴 収 分 ） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期
後期高齢者医療保険料（普通徴収分） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

※納期限は各納付月の末日（12月は12月28日）。末日が㈯㈰㈷の場合は、翌月最初の平日となります。
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区　　分 障害の程度
本人が運転する場合 家族が運転する場合

視覚障害 身体障害者 級 1 〜 4
戦傷病者 項症 特別〜 4

聴覚障害 身体障害者 級 2・3
戦傷病者 項症 特別〜 4

音声機能障害
（こう頭摘出に限る）

身体障害者 級 3
戦傷病者 項症 特別〜 2

平衡機能障害 身体障害者 級 3
戦傷病者 項症 特別〜 4

上肢機能障害 身体障害者 級 1・2
戦傷病者 項症 特別〜 3

下肢機能障害
身体障害者 級 1 〜 6 1 〜 3
戦傷病者 項症 特別〜 6 特別〜 3

款症 1 〜 3

体幹機能障害
身体障害者 級 1 〜 3・5 1 〜 3
戦傷病者 項症 特別〜 6 特別〜 4

款症 1 〜 3
乳幼児期以前の非進行性の
脳病変による運動機能障害 身体障害者 上肢機能 級 1・2

移動機能 1 〜 6 1 〜 3
心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう
　または直腸・小腸の機能障害

身体障害者 級 1・3
戦傷病者 項症 特別〜 3

免疫機能障害・肝臓機能障害 身体障害者 級 1・3
戦傷病者 項症 特別〜 3

知的障害者 A1・A2
精神障害者 1級（自立支援医療受給

者証を受けている人）

◆減免の対象となる障害の程度

軽
自
動
車
税　
障
害
者
減
免
申
請

■障害のある人などを対象とした減免

身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳のいずれかを交付
されている人で、下表の障害の程度にあてはまる人は申請により軽自動車税を減免します。

◆減免申請の手続きに必要な物
①「身体障害者手帳」「戦傷病者手帳」「療育
　手帳」「精神障害者保健福祉手帳」「自立支
　援医療受給者証（精神通院）」
　※複数の手帳等をお持ちの人はすべて提示
②運転免許証（運転する人のもの）
③印鑑（認め印）
④納税通知書　※5月11日ごろ発送予定
⑤生計同一証明書（障害者本人と住所が異な
　る家族の人が運転する場合のみ必要です）
　※市役所福祉課で発行
⑥減免を受けようとする車両の車検証コピー

◆減免の対象となる軽自動車
①心身に障害のある人が所有し、自ら運転する
　軽自動車
②心身に障害のある人が18歳未満の場合、ま
　たは知的・精神障害者の場合は、本人また
　は家族（生計を一にする人）が所有し、障
　害のある人の通学・通院・通所・生業のた
　めに家族が運転する軽自動車

■軽自動車等の構造による減免

障害者が専ら利用するために、車体の形状が車椅子の昇降装置・固定装置、浴槽を装着する
等、特別な構造となっている軽自動車等について軽自動車税を減免する制度です。
◆手続きに必要な物
①印鑑（認め印）
②納税通知書　※5月11日ごろ発送予定
③減免を受けようとする車両の車検証コピー

④対象車両の写真を2〜3枚（ナンバープレート
　と身障者用の構造部分を含み、車全体を写
　したもの。）※車検証に身障者用の構造にな
　っている旨の明記があれば、写真は不要。

■
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課 

庶
務
係 

☎
内
線
５
４
５

毎
年
申
請
が
必
要

◉
申
請
期
間　
納
税
通
知
書
受
領
後
か
ら
5
月
25
日
㈪
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◉
申
請
先　
税
務
課 

庶
務
係
（
市
役
所
本
館
１
階
）

＊減免の対象は、普通自動車等を含め
て1人1台です。軽自動車税の減免を受
けていると、普通自動車税は減免されま
せんので、ご注意ください。
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介護サービスの利用について
高齢対策課 介護保険認定給付係 ☎内線454

介護や支援が必要になった人は、高齢対策課介護保険認定給付
係（市役所本館２階）で介護認定の申請をしてください。家族
や居宅介護支援事業所等が申請の代行をすることも可能です。

● 要介護認定（調査と審査が行われます）●
《訪問調査》市役所職員が自宅を訪問し、心身の状況などについて調査します。
《主治医意見書》主治医が心身の状況について意見書を作成します。
《審査・判定》訪問調査の結果と医師の意見書をもとに、「介護認定審査会」が審査・判定を行います。
介護が必要な度合い（要介護状態区分）が判定されます。

● 認定結果が通知される ●
原則として申請から 30 日以内に、市役所から認定結果が通知されます。

（訪問調査票、主治医意見書の準備や審査判定等に日時を要し、30日以内に、結果が通知できない場合は、
遅れる理由を記載した延期通知を送付します。）

▼

介護認定を受けるための申請

サービス内容が決まったら事業者や施設と利用契約します。
原則、1割の自己負担で利用できます。

（注）平成27年8月から、一定以上の所得（※）がある人は、自己負担が2割になります。
※65歳以上の人の年金収入とその他の合計所得金額が、単独世帯の場合280万円以上、2人以上世帯の場合346万円以上。

介護サービスの利用を開始

4月から介護サービス利用額等が変更になりました（介護保険法改正）
高齢対策課 介護保険認定給付係 ☎内線454

◉利用時のサービス単価が変わります。
　例）訪問介護（ヘルパー支援）の場合        
　　ア生活援助　「191単位」→「183単位」（20分〜 45分未満）　
　　イ身体援助　「255単位」→「245単位」（20分〜 30分未満） 
　例）通常規模型通所リハビリテーション（デイケア）の場合       
　　ウ要介護２　「616単位」→「666単位」（4時間以上6時間未満） 
　【御所市では１単位10.21円。アの自己負担は約190円になります。
　（平成27年8月から、一定以上の所得がある人は2割負担となり、約380円の自己負担になります）】
◉「負担限度額認定の多床室」の基準費用額が変わります（光熱水費相当分の額の見直しを踏まえた措置）。
　○多床室の基準額　「日額320円」→「日額370円」…介護保険施設利用者で1日「50円」の負担増
　【負担限度額認定とは、施設入所時（短期入所含む）の居住費・食費を減額する制度です。なお、現在、
　減額認定証をお持ちの人は、有効期限まで「370円」と読み替えますので、再申請は不要です。】

● 介護サービス計画の作成 ●
《「要支援1」または「要支援2」の人》地域包括支援センター（市役所内）に依頼し、「介護予防ケアプラン」
　を作成します。

《「要介護1 〜 5」の人》居宅介護支援事業所に依頼し、「ケアプラン」を作成します。

▼
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生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た

　

4
月
か
ら
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、

経
済
的
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
人
が
自
立
し
た
生
活

を
立
て
直
せ
る
よ
う
、
自
立
相
談
支
援
の
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

　
深
刻
な
困
窮
状
態
に
な
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法 

　

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
の
実
施
、
生
活
困
窮
者
住
居
確

保
給
付
金
の
支
給
、
そ
の
他
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自
立
の
促

進
に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
の
自

立
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
律
で
す
。

◆
対
象
者

　
市
内
在
住
で
、
経
済
的
な
問
題
な
ど
で
生
活
に
困
っ

て
い
る
人
（
生
活
保
護
受
給
者
は
除
く
）

◆
事
業
の
内
容

　
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
の
相
談
に
応
じ
て
、
支
援
計

画
等
を
作
成
し
ま
す
。

　
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
生
活
の
安
定
や
就
労
促
進
な
ど

の
自
立
に
向
け
た
相
談
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

◆
費
用

　
相
談
お
よ
び
支
援
に
つ
い
て
は
無
料
で
す
。

◆
そ
の
他

　
他
の
相
談
者
と
相
談
時
間
が
重
な
っ
た
場
合
、
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
日
と
時
間

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
年
末
年
始
、
祝
休
日
は
除
く
。）

◆
相
談
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課 

保
護
係 

☎
内
線
５
１
６

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

　

4
月
か
ら
、
精
神
障
害
者
手
帳
（
１
級
）
を
お

持
ち
の
人
は
、
診
療
科
に
か
か
わ
ら
ず
入
院
、
通

院
医
療
費
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
精
神
障
害
者
手
帳
（
１
級
）
を
お
持
ち
の
人
に

は
、
個
別
に
郵
送
通
知
し
て
い
ま
す
。
申
請
が
ま

だ
の
人
は
、
必
要
書
類
等
を
持
参
の
う
え
、
福
祉

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

市
内
在
住
で
、
精
神
障
害
者
手
帳
（
１
級
）
を

お
持
ち
の
人

◆
手
続
き
に
必
要
な
書
類

⑴
健
康
保
険
証

⑵
精
神
障
害
者
手
帳
（
１
級
）

⑶
印
鑑

⑷
預
金
通
帳
（
口
座
番
号
、
名
義
人
等
の
わ
か
る

も
の
）

⑸
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
を
受
け
ら
れ
て

い
る
人
は
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

⑹
扶
養
義
務
者
の
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

《
扶
養
義
務
者
が
市
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
の

み
》

⑺
本
人
及
び
扶
養
義
務
者
の
平
成
26
年
度
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書
《
平
成
26
年
1
月
2
日
以
降
に

市
外
か
ら
転
入
し
た
人
の
み
》

◆
そ
の
他

　
所
得
制
限
が
あ
る
た
め
、
申
請
し
て
も
該
当
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課 

障
害
福
祉
係 

☎
内
線
５
１
3

生
活
安
全
課 

☎
内
線
5
9
5

　
市
内
の
高
齢
者
宅
に
、
市
役
所
職
員
を
か
た
っ
て
一
人

暮
ら
し
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
り
、
高
齢
者
向
け
の
本
の
販

売
を
す
る
と
い
っ
た
電
話
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
市
役
所
か
ら
一
人
暮
ら
し
か
を
尋
ね
た
り
、
物
品
販
売

の
た
め
に
電
話
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
疑
い
、
相
手
の

名
前
や
電
話
番
号
な
ど
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
一
人
で
判

断
し
た
り
即
答
せ
ず
、
い
っ
た
ん
電
話
を
切
っ
て
、
家
族

や
近
所
、警
察
、市
役
所
等
に
連
絡
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
万
一
、
自
宅
に
来
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に

警
察
に
通
報
（
１
１
０
番
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
電
話
が
切
れ
て
す
ぐ
に
「
１
３
６
」（
ナ
ン
バ

ー
お
知
ら
せ
）
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
か
け
て
き
た
相

手
の
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

（
た
だ
し
、相
手
が
番
号
非
通
知
の
場
合
は
不
可
）。
ま
た
、

着
信
の
都
度
、
相
手
の
電
話
番
号
を
通
知
し
た
り
（
ナ
ン

バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）、
特
定
の
相
手
の
電
話
番
号
か
ら

の
着
信
を
拒
否
設
定
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
利
用
さ
れ
る
の
も

一
つ
の
方
法
で
す
。

　
近
隣
の
大
和
高
田
市
内
で
も
同
様
の
電
話
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、迷
わ
ず
左
記
へ
連
絡
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
高
田
警
察
署　
　
☎
22
・
０
１
１
０

◎
御
所
警
察
庁
舎　
☎
63
・
０
１
１
０

◎
御
所
市
役
所
生
活
安
全
課　
☎
内
線
5
9
5

不
審
電
話
に
注
意
！
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◆対象　生後91日以上の犬
◆料金　3,200円
　内訳　注射料　　　2,650円
　　　　注射済票手数料550円
※犬が未登録の場合は、別に登録手数料3,000円が必要です。

□犬の登録制度□
◎犬を飼ったら必ず登録しましょう。
　登録は、犬1匹につき1回の登録です。
◎飼い犬が死亡したり、飼い主が変更になった場合は、御所
　市クリーンセンター内　環境政策課へ届け出てください。

実施日 時間 場所 対象自治会

4/21
㈫

9:20 〜 10:00 柳原神社前 今城、北十三、柳原、出屋敷
10:20 〜 11:00 茅原吉祥草寺前 玉手、茅原、茅草、本馬、緑町
11:20 〜 12:00 JAならけん掖上支店 上方、北方、中方、東寺田

13:30 〜 14:30 吐田郷森林組合前 多田、関屋、豊田、名柄、増、宮戸、西寺田、東名柄、
宮戸団地、南寺田、森脇

4/22
㈬

9:20 〜 10:00 楢原公民館前 楢原、幸町、三室
10:20 〜 11:00 櫛羅公民館前 櫛羅、小林

11:20 〜 12:00 中央公民館［元町］
（旧 御所文化センター）

元町、葛城台団地第1・第2、さくらが丘荘園、葛城台東・西、
京阪かつらぎハイツ

13:30 〜 14:30 JAならけん秋津支店
旧 倉庫前

池之内、蛇穴、緑ヶ丘、出走、西垣内、冨田、今出、室、條、
秋津団地

4/23
㈭

9:20 〜 10:00 防災センター
（元 葛城南小学校 跡） 鴨神上、鴨神下、西佐味、東佐味

10:20 〜 11:00 葛城西コミュニティセンター 朝妻、北窪、高天、西北窪、伏見、極楽寺
11:20 〜 12:00 葛城北地区集会所 井戸、佐田、下茶屋、南郷
13:30 〜 14:30 市民運動公園駐車場 小殿、栗阪、僧堂、鳥井戸、林、船路、持田、五百家

4/24
㈮

9:20 〜 10:00 今住公民館前 今住、原谷

10:20 〜 11:00 介護予防センター
（旧 戸毛解放センター） 戸毛、稲宿

11:20 〜 12:00 旧 朝町小学校 朝町、新田、重阪、川合、奉膳、水泥、古瀬、樋野
13:40 〜 15:00 元 東辻市職員駐車場前空き地 竹田、東辻、東松本、南十三、三室新町、旧御所町内全域

御所市クリーンセンター内 環境政策課 ☎66-1087

狂犬病予防注射　実施日程 ※この予防注射（集合注射）は、市外の会場では受けられません。

犬を飼うときは…
「愛情」と「根気」そして「責任」を持って、
他人に迷惑をかけないように、ルールを
守って飼いましょう。
○散歩させるときは、必ず袋とスコップ
　等を持ち、フンの後始末をきちんとし
　ましょう。
○放し飼いは絶対にやめましょう。

狂犬病予防注射

排水設備工事は市の指定工事店へ

　公共下水道を利用するための排水設備
工事を行うときは、御所市が指定した排
水設備等工事指定工事店以外の業者では
施工できません。必ず御所市排水設備等
工事指定工事店に依頼してください。

御所市排水設備等工事指定工事店の新規登録
■対象　奈良県の排水設備工事責任技術者に登録している業者で、御所市内において新たに排水設備に
　　　　関する設計及び工事をしようとする業者
■申請書配布期間　4月15日㈬〜 5月29日㈮（㈯㈰㈷を除く）
■新規指定工事店登録手数料　〈指定期間5年〉10,000円
■申請書受付期間　5月1日㈮〜 29日㈮（㈯㈰㈷を除く）
■申請書配布・受付場所　都市整備課 下水道管理係
※申請書は御所市ホームページからダウンロードできます。
　U http://www.city.gose.nara.jp/gyousei/toshiseibi/
■問い合わせ先　都市整備課 下水道管理係 ☎内線620

☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL
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お
知
ら
せ

第
15
回 

花
ま
つ
り

葛
城
山
麓 

不
動
寺
境
内
で
「
花
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　
4
月
12
日
㈰ 

　
　
　
　
10
時
～
13
時
〈
雨
天
決
行
〉

◆
場
所　
不
動
寺
境
内

（
葛
城
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
登
山
口
駅
前
）

◆
主
な
内
容
（
予
定
）

○
紙
芝
居
〈
無
料
〉

○
水
あ
め
〈
無
料
〉

○
綿
菓
子
〈
無
料
〉

○
も
ち
つ
き
大
会
（
11
時
〜
）〈
無
料
〉

《
子
ど
も
大
歓
迎
》

○
煮
込
み
こ
ん
に
ゃ
く
〈
有
料
〉

○
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
〈
有
料
〉

○
炊
き
込
み
ご
は
ん
〈
有
料
〉

※
駐
車
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
69
・
2
3
0
4
（
丸
山
）

　
☎
63
・
0
3
1
4
（
細
堀
）　

◎
主
催　
青
竹
の
会

◎
共
催　
不
動
寺
護
持
会

こども安全メール
(メールで不審者情報を配信)

♡♢♡♢　ご存じですか？「こども安全メール」配信サービスをぜひご利用ください。 ♤♧♤♧

　葛城広域行政事務組合（御所市・葛城市・大和高田市・香芝市・広陵町）では、こどもの安全安心への
取り組みとして、メールで不審者情報を配信するサービスを行っています。
　警察及び各市町教育委員会に寄せられた不審者に関する情報を、登録されたパソコンや携帯電話等にメー
ルでお知らせするものです。
　まだご利用でない保護者の人は、新学年を迎えるこの時期に、ぜひ登録を行ってください。
　【※初期登録やメール受信時などには通信料がかかります。】

登　録　方　法

①不審者情報が欲しい（メール配信を受けたい）市町のアドレスに空メールを送信する。
御所市の場合は　gsa@anzenmail.jp

②仮登録メールが届く。
　※携帯電話等で、パソコンからのメール拒否やドメイン指定受信設定をしている人は、

　　　　  anzenmail.jp からのメールを受信できるように設定してください。 

③仮登録メールの中にあるリンク先のアドレスへアクセスする。
選択し、決定と進むと、「本登録が完了しました」と表示されます。

④本登録メールが届く。
登録完了！次回のメール配信から情報が届くようになります。

パソコンまたは携帯電話等から以下のとおり初期登録を行ってください。

▼

▼

▼

■問い合わせ先　葛城広域行政事務組合  ☎23-7701　E kouiki@katsuragi-nara.jp　
＊葛城広域行政事務組合のホームページをご覧ください。　U http://www.katsuragi-nara.jp/safety.html

生活安全課 ☎内線595

☆　☆　☆　☆　☆

☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL
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お
知
ら
せ

女
性
学
級
を

開
設
し
ま
せ
ん
か

　
女
性
の
自
主
的
な
学
習
の
機
会
提
供
と

女
性
教
育
の
充
実
・
発
展
の
た
め
に
「
女

性
学
級
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
あ
な
た
も
開
設
し
て
、
み
ん
な
と

に
ぎ
や
か
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
対
象　
市
内
在
住
の
女
性

◆
学
級
形
態　
各
小
学
校
区
単
位
で
開
設

※
原
則
、
1
学
級
20
人
以
上
。

（
平
成
26
年
度
は
、
御
所
校
区
東
・
御
所

校
区
西・掖
上
校
区・名
柄
校
区
で
開
設
。）

◆
学
習
期
間　
5
月
～
平
成
28
年
3
月

◆
学
習
時
間　
2
時
間
×
年
間
8
回
以
上

◆
学
習
内
容　
例
え
ば
、
料
理
教
室
・
社

会
見
学
・
小
物
づ
く
り
・
生
活
に
関
わ
る

講
演
会
な
ど
自
由
に
計
画
で
き
ま
す
。

◆
開
設
説
明
会　

◇
日
時　
4
月
17
日
㈮ 　

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

◇
場
所　
市
立
図
書
館　
2
階
視
聴
覚
室

（
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
内
）

※
開
設
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
人

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
☎
内
線
６
９
３

E m
anabi@

city.gose.nara.jp 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

Q
R
コ
ー
ド

手
話
入
門

講
座

　
手
話
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
顔
の
表
情
が
言
葉
に

な
り
、豊
か
に
な
り
ま
す
。

　
テ
キ
ス
ト
は
「
厚
生
労

働
省
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
入
門
」
を
使
い
、
楽
し

く
学
び
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　
5
月
13
日
㈬
～

　
毎
週
水
曜
日　
　
　
　

　
19
時
30
分
～
21
時

　
※
約
6
か
月
間
。

◆
場
所　
中
央
公
民
館

（
元
町
3
8
2
の
1
）

◆
費
用　
3
2
4
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
）

◆
定
員　
10
人
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
申
し
込
み
方
法　
電
話

で
福
祉
課
へ
。
ま
た
は
当

日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
☎
内
線
5
１
３

■問い合わせ先　生涯学習課　☎内線692

絵手紙教室
◆日時　4月25日㈯　10時〜12時
◆場所　中央公民館　2階研修室
◆持ち物　えんぴつ、書道用細筆、絵の具（18
色くらい）、パレット、筆洗（空きビンでも可）、
フェルトペン※なるべく家にある物を使用して
ください。お持ちでない物はお貸しします。
◆講師　田仲 敦三 さん

写真教室
◆日時　4月26日㈰　10時〜12時
◆場所　中央公民館　1階小会議室　
※アドバイス希望の人は、撮影作品（印刷物ま
たは写真データ［USBメモリかSDカード]）を
持参してください。

◆講師　杉田 幸作 さん

〜初心者向け教室開催のご案内〜

気軽に出品できます。
出品希望者は、4月19日㈰が作品受付日（搬入日）です。
盆栽については、同日までに森村圭作（☎66-0339）へご連絡ください。
※開催要項および出品申込書は、教育委員会生涯学習課・中央公民館・アザレアホール・
葛公民館にあります。（詳しくは「広報御所3月号」をご覧ください。）

会期中、初心者向けの教室を開催します。この機会にぜひ新しいことに挑戦してみませんか！

作
品
募
集

コツをつかんで
レベルアップ！

第35回御所市文化協会展覧会

参加無料
申込不要

■日時　4月24日㈮〜26日㈰   9時30分〜17時  （26日は16時まで）
■場所　中央公民館（元町382番地の1）

全8部門【日本画、洋画、工芸、彫塑、写真、書芸、盆栽、俳画】の作品をご鑑賞いただけます。
ぜひお立ち寄りください。

入場無料
観覧自由

Photoshopに関心の
ある人も、ぜひお越し
ください！

■問い合わせ先　生涯学習課　☎内線692
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ふ
る
さ
と
ご
せ

応
援
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
平
成
27
年
2
月
分
〕

◯
匿
名　
　
　
　
　
　
　
　
1
万
5
千
円

＝
月
計
1
件
＝　
　
　
　
　
1
万
5
千
円

★
平
成
26
年
度
集
計
★

　
〈
平
成
27
年
2
月
末
現
在
〉

寄
附
件
数　
1
0
5
件

寄
附
金
額　
1
2
4
0
万
5
千
円

お
知
ら
せ

情　

報

暮 

ら 

し 

の

市
民
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
順
不
同
。
敬
称
略)

〈
学
校
教
育
の
充
実
の
た
め
に
〉

◯
大
峰
堂
薬
品
工
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役　
辻　
将
央　
　
　

　
　
御
所
小
学
校　
書
籍
59
冊

　
　
御
所
中
学
校　
書
籍
53
冊

〈
市
社
会
福
祉
協
議
会 

善
意
銀
行
に
〉

◯
高
野
山
真
言
宗　
奈
良
宗
務
支
所

23
万
８
１
２
１
円

▼
投
票
所
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
内
線
３
２
７

　
4
月
12
日
執
行
予
定
の
奈
良
県
知
事
選

挙
及
び
奈
良
県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
、
一

部
の
投
票
所
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
投
票
区
に
お
住
ま
い
の
有
権
者
の

人
は
、
投
票
所
を
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所
が
変
更
さ
れ
た
区
域（
自
治
会
）

　
小
林
（
自
治
会
）

◆
投
票
所
設
置
場
所

　
御
所
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
旧
小
林
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

※
従
前
の
「
小
林
柏
の
木
集
会
所
」
か
ら
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
本
人
通
知
制
度
の

登
録
期
間
を
廃
止
し
ま
し
た

市
民
課 

☎
内
線
2
4
8

　
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
第
三
者
に

交
付
し
た
と
き
に
、
後
日
、
本
人
に
対
し

て
通
知
す
る
「
本
人
通
知
制
度
」
に
つ
い

て
、こ
れ
ま
で
設
け
て
い
た
登
録
期
間（
３

年
間
）
を
４
月
か
ら
廃
止
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
登
録
し
て
い
る
人
は
、
今
後
、

再
度
の
申
請
（
更
新
）
は
不
要
で
す
。

　
な
お
、
今
後
新
し
く
登
録
を
希
望
す
る

人
は
、
市
民
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

《
本
人
通
知
制
度
》

◆
対
象
者　
御
所
市
に
住
民
登
録
ま
た
は

本
籍
の
あ
る
人
な
ど

◆
登
録
申
請
に
必
要
な
も
の

窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

※
代
理
人
は
委
任
状
、
法
定
代
理
人
は
そ

れ
を
証
明
す
る
戸
籍
な
ど
が
必
要
で
す
。

▼
「
か
も
き
み
の
湯
」
料
金
改
定

　
4
月
か
ら
利
用
料
金
が
改
定
と
な
り
ま

し
た
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

区
分

当　
日

入
浴
券

（
1
人
）

回
数
券

（
12
枚
綴
）

大
人

（
中
学
生
以
上
）
6
0
0
円
６
０
０
０
円

小
人

（
3
歳
以
上
）

３
０
０
円
３
０
０
０
円

家
族
風
呂

Ⅰ
・
Ⅱ

１
家
族
90
分
貸
切

２
０
０
０
円

（
入
浴
券
は
含
み
ま
せ
ん
）

※
乳
幼
児
（
３
歳
未
満
）
は
無
料

（
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
適
用
）

◆　
◆　
◆　
◆　
◆

◆
営
業
時
間　
10
時
～
23
時

（
最
終
入
浴
受
付
時
間　
22
時
）

◆
年
中
無
休
で
営
業

※
た
だ
し
、
設
備
点
検
の
た
め
の
休
館
日

が
年
に
数
回
あ
り
ま
す
。

（
平
成
27
年
3
月
30
日
㈪
・
31
日
㈫
は
休
館

日
。
4
月
は
無
休
で
営
業
。）

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
か
も
き
み
の
湯 （
五
百
家
3
3
3
）

☎
66
・
２
６
4
1



36広報 御 所  2015(平成27)年4月号

市役所は☎62-3001

参
　
加

▼
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

健
康
教
室

　
夜
間
に
何
度
も
ト
イ
レ
に
行
く
、
く
し

ゃ
み
や
立
ち
上
が
る
と
き
に
尿
漏
れ
す
る

等
、
排
尿
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
訪
問
看
護
師
が
悩
み
の
解
決
方
法
を
お

伝
え
し
ま
す
。

◆
日
時　
4
月
18
日
㈯　
10
時
30
分
～

◆
場
所　
中
央
公
民
館

◆
テ
ー
マ　

「
訪
問
看
護
師
が
伝
え
る
健
康
管
理
」

～
排
尿
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
～

◆
講
師　
御
所
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
看
護
師　
中
西 

五
月
さ
ん

◆
入
場
料　
無
料

◆
申
し
込
み　
不
要（
当
日
直
接
会
場
へ
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
対
策
課
☎
内
線
4
5
3・4
5
6

鴻
池
荘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
62
・
0
5
6
7

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
生
募
集 

生
涯
学
習
課
☎
内
線
６
９
５

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
指
導
員
に
よ
る

教
室
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象　
市
内
在
住
の
小
学
4
年
生
以
上

の
人

◆
開
催
期
間　
4
月
26
日
㈰
～
〈
全
12
回

予
定
〉

※
開
講
式　
4
月
26
日
㈰　
9
時
～

◆
場
所　
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド　
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
櫛
羅
1
9
6
4
）

◆
参
加
費　
大
人　
2
0
0
0
円

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下　
1
0
0
0
円

◆
申
し
込
み
方
法　
4
月
17
日
㈮
ま
で
に

生
涯
学
習
課
（
市
役
所 

新
館
３
階
）
へ
参

加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

（
手
書
き
コ
ー
ス
）

　
耳
が
不
自
由
な
人
を
支
援
す
る
、
手
書

き
要
約
筆
記
者
の
養
成
講
座
で
す
。

【
奈
良
県
委
託
事
業
】

◆
応
募
条
件　
全
回
出
席
可
能
で
、修
了・

認
定
試
験
後
、活
動
の
意
思
が
あ
る
こ
と
。

◆
日
程
（
全
42
コ
マ
＝
84
時
間
）　

　
6
月
6
日
～
11
月
14
日
の
間
の
土
曜
日

◆
時
間　
10
時
～
15
時
（
休
憩
1
時
間
）

◆
場
所　

《
第
1
〜
第
3
土
曜
日
》

奈
良
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
磯
城
郡
田
原
本
町
）

《
第
4
土
曜
日
》

奈
良
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
橿
原
市
大
久
保
町
）

◆
受
講
費　
5
0
0
0
円　

※
初
回
に
一
括
納
入
。
テ
キ
ス
ト
代
は
別

途
必
要
。

◆
定
員　
20
人
（
選
考
あ
り
）

◆
選
考　
5
月
16
日
㈯　
13
時
～

（
奈
良
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

◆
申
し
込
み
方
法　

5
月
10
日
㈰
ま
で

に
、
所
定
の
用
紙
を
持
参
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
左
記
へ
。

※
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

奈
良
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
634-

0061　
橿
原
市
大
久
保
町
320
の
11

（
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
7
4
4
・
21
・
7
8
8
0

F
0
7
4
4
・
21
・
7
8
8
8

U http://w
w

w
.nds-center.nara.jp/

▼
空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談
会

　
増
え
続
け
る
空
き
家
の
抑
制
・
再
生
の

た
め
、
県
内
に
空
き
家
を
所
有
す
る
人
を

対
象
に
相
談
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
橿
原
会
場
】

◆
開
催
日
程　
4
月
11
日
㈯　

　
《
セ
ミ
ナ
ー
》
13
時
～
14
時

　
《
相
談
会
》
14
時
15
分
～
16
時
15
分

◆
場
所　
今
井
ま
ち
な
み
交
流
セ
ン
タ
ー

「
華は

な
い
ら
か甍」

2
階　
講
堂

（
橿
原
市
今
井
町
2
丁
目
３
の
５
）

【
田
原
本
会
場
】

◆
開
催
日
程　
4
月
25
日
㈯　

　
《
相
談
会
》
13
時
～
15
時

◆
場
所　
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
1
階

　
視
聴
覚
室
（
田
原
本
町
阪
手
233
の
１
）

◆　
◆　
◆　
◆　
◆

◆
費
用　
無
料

◆
申
し
込
み　
セ
ミ
ナ
ー
は
申
し
込
み
不

要
。
相
談
会
希
望
者
は
、電
話
で
左
記
へ
。

◆
そ
の
他　
相
談
希
望
で
、
当
日
参
加
で

参

　加

き
な
い
人
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

常
設
の
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
主
催　
橿
原
市
【
橿
原
会
場
】、
田
原

本
町
【
田
原
本
会
場
】、
空
き
家
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ

◆
後
援　
奈
良
県
（
予
定
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
空
き
家
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ　
橿
原
相
談
窓
口
（
橿
原
市
小
房

町
9
の
32
）

［
窓
口
開
設
は
、
㈪
～
㈯
の
9
時
～
17
時
］

☎
F
0
7
4
4
・
35
・
6
2
1
1

E akiyaconcierge@
zeus.eonet.ne.jp

U http://w
w

w
.akiyaconcierge.com

/

▼
ご
せ
駅
前
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☆
語
ら
い
の
ひ
ろ
ば
（
親
子
な
ど
）

～
歌
、
お
話
、
折
り
紙
遊
び
ほ
か
～

◆
日
程　
4
月
14
日
㈫
・
16
日
㈭
・
21
日

㈫
・
23
日
㈭
・
27
日
㈪
・
30
日
㈭

☆
リ
フ
ォ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー（
ど
な
た
で
も
）

◆
日
程　
4
月
5
日
㈰

☆
和
太
鼓
・
子
育
て
相
談
（
開
室
時
な
ら

い
つ
で
も
O
K
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
）

◆　
◆　
◆　
◆　
◆

◆
時
間　
10
時
～
11
時
30
分
（
共
通
）

◆
場
所　
ご
せ
駅
前
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
申
し
込
み
方
法　
各
開
催
日
の
前
日
ま

で
に
、
氏
名
と
人
数
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
電
話
で
左
記
へ
。※
当
日
参
加
も
可
能
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

仲な
か
ば
や
し林 

参み
つ
よ代　
F 

62
・
3
6
6
6

☎
0
8
0・8
5
3
5・9
6
8
7

☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL
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参
　
加

▼
行
政
書
士
に
よ
る

相
続
・
遺
言
手
続
き
支
援

無
料
相
談
会

　
相
続
の
手
続
き
を
し
た
い
人
、
相
続
ト

ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
人
、
円
満
な
相
続

を
ご
希
望
の
人
、
相
続
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
司
法
書
士
や
税
理
士
、

弁
護
士
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
問
題
解
決

を
図
り
ま
す
。

【
御
所
会
場
】

◇
相
談
日
〔
予
約
不
要
〕

　
〈
4
月
〉
1
日
㈬
・
15
日
㈬

　
〈
5
月
〉
20
日
㈬

　
〈
6
月
〉
3
日
㈬
・
17
日
㈬

◇
時
間　
13
時
30
分
～
16
時

◇
場
所　
御
所
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
橿
原
会
場
】

◇
相
談
日
〔
予
約
不
要
〕

　
〈
4
月
〉
8
日
㈬
・
22
日
㈬

　
〈
5
月
〉
14
日
㈭
・
27
日
㈬

　
〈
6
月
〉
11
日
㈭
・
24
日
㈬

　
※
5
月
14
日
㈭
、
6
月
11
日
㈭
は
、
木

曜
日
の
開
催

◇
時
間　
13
時
30
分
～
16
時

◇
場
所　
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
3
階
（
橿
原
市
大
久
保
町
）

〔
近
鉄
畝
傍
御
陵
前
駅
東
出
口
か
ら
北
東

へ
徒
歩
約
3
分
〕

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
行
政
書
士
（
森
田
）
☎
65
・
1
6
9
9

▼
「
憲
法
週
間
」
記
念無料

法
律
相
談

◆
日
時　
5
月
13
日
㈬　

　
9
時
30
分
～
12
時
・
13
時
～
15
時
30
分

（
予
約
制
・
1
人
30
分
）

◆
場
所

【
大
和
高
田
会
場
】

○
経
済
会
館
（
20
人
）

（
大
和
高
田
市
大
中
1
0
6
の
2
）

【
奈
良
会
場
】

○
奈
良
弁
護
士
会
館
（
30
人
）

（
奈
良
市
中
筋
町
22
の
1
）

◆
予
約
受
付
期
間
（
※
先
着
順
）

　
4
月
13
日
㈪
～
5
月
1
日
㈮

（
平
日
9
時
30
分
～
17
時
受
付
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
奈
良
弁
護
士
会

　
☎
0
7
4
2
・
22
・
2
0
3
5

▼
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

「
就
活
セ
ミ
ナ
ー
」

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
就
職
活
動

の
コ
ツ
を
学
ぶ
無
料
の
参
加
型
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。

◆
対
象　
就
職
活
動
中
の
学
生
及
び
お
お

む
ね
35
歳
ま
で
の
求
職
者
（
40
歳
代
前
半

ま
で
の
不
安
定
就
労
者
を
含
む
）

◆
開
催
日 （
内
容
）

①
5
月
7
日
㈭
…
「
就
活
に
欠
か
せ
な
い

自
己
分
析
」（
就
活
の
第
一
歩
！
自
分
の

参

　加

強
み
や
向
い
て
い
る
仕
事
を
考
え
る
）

②
5
月
20
日
㈬
…
「
体
感
し
よ
う
！
集
団

面
接
」（
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

③
5
月
28
日
㈭
…
「
就
活
実
践
！
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」（
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
練
習
）

◆
時
間　
13
時
30
分
～
16
時
30
分                     

◆
場
所　
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（
奈
良
市
西
木
辻
町
93
の
6
）

◆
定
員　
各
回
先
着
10
人
程
度

◆
申
し
込
み
方
法　
4
月
16
日
㈭
以
降
、

各
回
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
、
参
加
希
望
日
（
セ
ミ
ナ
ー
名
）、

住
所
（
市
町
村
名
）、
氏ふ
り
が
な名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
を
左
記
へ
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

☎
0
7
4
2
・
23
・
5
7
3
0

F
0
7
4
2
・
23
・
5
7
5
7

U http://w
w

w
.pref.nara.jp/

item
/63392.htm

▼
2
日
間
集
中
面
接
対
策

     

＋
個
別
フ
ォ
ロ
ー

 
2
か
月
後
の
就
職
決
定
を
め
ざ
そ
う
！

　
面
接
を
突
破
し
、
内
定
を
勝
ち
取
り
た

い
人
に
お
勧
め
で
す
。
実
践
的
な
面
接
を

行
い
、
ビ
デ
オ
で
自
分
の
面
接
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
後

日
の
個
別
フ
ォ
ロ
ー
（
応
募
書
類
、
面
接

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）
も
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
あ

な
た
の
就
職
決
定
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま

す
。（
※
全
日
程
ス
ー
ツ
を
着
用
〈
面
接

時
の
服
装
〉）

◆
対
象　
就
職
活
動
中
の
学
生
や
、
お
お

む
ね
35
歳
未
満
で
、
早
期
の
就
職
を
希
望

し
、
面
接
突
破
に
強
い
意
欲
が
あ
り
、
2

日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
フ
ォ
ロ
ー
の
両

方
受
講
可
能
な
人
。

◆
日
時　

《
面
接
基
礎
編
》

　
5
月
13
日
㈬　
14
時
～
16
時

《
面
接
実
践
編
》

　
5
月
14
日
㈭　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

※
個
別
フ
ォ
ロ
ー
は
5
月
15
日
㈮
以
降
。

（
約
50
分
間
。
要
予
約
）

◆
場
所　
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（
奈
良
市
西
木
辻
町
93
の
6
）

◆
定
員　
先
着
6
人　
　

◆
費
用　
無
料

◆
申
し
込
み
方
法　
4
月
22
日
㈬
～
5
月

12
日
㈫
の
間
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
住
所
（
市
町
村
名
）、
氏ふ
り
が
な名
、
電
話

番
号
、
年
齢
、
性
別
、
現
在
の
就
職
活
動

状
況
、
希
望
業
種
、
希
望
職
種
を
左
記
へ
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

☎
0
7
4
2
・
23
・
5
7
3
0

F
0
7
4
2
・
23
・
5
7
5
7

U http://w
w

w
.pref.nara.jp/

item
/63392.htm

☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL
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募
　
集

▼
公
共
職
業
訓
練
生
募
集

（
6
月
開
講
）

☆
就
職
率
85
・
4
%

（
平
成
26
年
12
月
実
績
）
☆

◆
訓
練
科
名
（
定
員
）

①
機
械
C
A
D
科
（
16
人
）

②
金
属
加
工
技
術
科
〈
企
業
実
習
付
〉

（
18
人
）

◆
訓
練
期
間　

①
6
月
〜
11
月　
②
6
月
〜
12
月

◆
訓
練
対
象　
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

◆
訓
練
場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
奈
良

（
橿
原
市
城
殿
町
４
３
３
）

◆
費
用　
１
万
5
0
0
0
円
程
度

　
　
　
　
（
教
科
書
代
等
）

◆
そ
の
他　
駐
車
場（
無
料
）あ
り
ま
す
。

◆
募
集
期
間　
4
月
6
日
㈪〜

５
月
１
日
㈮

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
奈
良　
　

☎
0
7
4
4
・
22
・
5
2
2
6

 

▼
奈
良
県
警
察
官
募
集

◆
種
別　
警
察
官
A
《
大
卒
》（
第
1
回
）

◆
受
験
資
格　
昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

人
ま
た
は
平
成
28
年
3
月
末
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人
（
男
女
）

◆
採
用
予
定
人
員　

　
男
性
55
人
程
度
、
女
性
5
人
程
度

◆
試
験
日

［
第
1
次
試
験
］

◉
体
力
試
験
（
・
実
技
判
定
）

　
4
月
25
日
㈯
ま
た
は
26
日
㈰

　
※
い
ず
れ
か
指
定
す
る
1
日

◉
教
養
・
論
文
試
験　
5
月
10
日
㈰

◆
受
付
期
間
（
現
在
受
付
中
）

郵
送
・
持
参
…
4
月
17
日
㈮
ま
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
4
月
13
日
㈪
ま
で

◆
受
験
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

奈
良
県
警
察
本
部 

警
務
課 

採
用
係

〒
630
-8578　
奈
良
市
登
大
路
町
80

☎
0
1
2
0・3
5
1・2
0
4

（
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

U http://w
w

w
.police.pref.nara.jp/ 

▼
県
立
医
大
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
、

外
来
患
者
の
案
内
誘
導
、
車
椅
子
の
移
送

等
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
週
１
回
程
度
、
8
時
30
分
〜
15

時
で
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。
随
時
受
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院

病
院
管
理
課

☎
０
７
４
４
・
22
・
３
０
５
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
０
７
）

募

　集

▼
使
わ
な
く
な
っ
た

鯉
の
ぼ
り
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

　
5
月
5
日
の
こ
ど
も
の
日
に
む
け
て
、

兄
川
（
小
林
）
沿
い
の
空
に
た
く
さ
ん
の

鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
よ
う
！
と
い
う
計
画

が
、
小
林
自
治
会
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り
で
賑
や
か
に
な

る
よ
う
、
家
庭
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
鯉

の
ぼ
り
を
、お
譲
り
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
、
新
し
い
も

の
に
買
い
替
え
た
、
な
ど
、
も
う
使
わ
な

く
な
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
所

市
観
光
協
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
5
月
5
日
に
は
、
青
空
の
も
と
風
に
乗

っ
て
元
気
よ
く
泳
ぐ
た
く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ

り
を
眺
め
な
が
ら
、
ご
家
族
や
ご
友
人
と

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
小
さ
な

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
の
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

御
所
市
観
光
協
会
☎
62
・
3
3
4
6

E goseshikankoukyoukai
@

sam
ba.ocn.ne.jp

◉
主
催
　
小
林
自
治
会

◉
協
力
　
御
所
市
観
光
協
会

☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL

▼
ア
ラ
イ
グ
マ

捕
獲
従
事
者
講
習
会
（
無
料
）

農
林
課 

農
政
係 
☎
内
線
6
1
4

　
野
生
動
物
を
捕
獲
す
る
に
は
狩
猟
免
許

が
必
要
で
す
が
、
御
所
市
で
は
国
の
承
認

を
受
け
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
限
り
、
こ
の
講

習
会
を
受
け
る
と
捕
獲
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
で
お
困
り
の
人

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
講
習
会
は
年
１
回
の
み

の
開
催
で
す
。

◆
日
時　
5
月
15
日
㈮

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

◆
場
所　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
3
階
大
会
議
室

◆
内
容
（
※
講
習
会
当
日
に
捕
獲
従
事
者

証
を
交
付
）

○
防
除
実
施
計
画
及
び
捕
獲
に
関
す
る
注

意
事
項
の
説
明

○
箱
わ
な
を
使
用
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕

獲
方
法

◆
申
し
込
み
方
法
　

4
月
30
日
㈭
ま
で
に

電
話
で
農
林
課
農
政
係
へ
。

参

　加

参
　
加
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《
御
所
市
消
費
生
活
相
談
》

◇
日
時　
毎
週
木
曜
日
（
㈷
除
く
）

　
10
時
～
16
時       

◇
場
所　
御
所
市
役
所
新
館
１
階 

　
　
　
　
消
費
者
相
談
室

◇
問
い
合
わ
せ
先　

御
所
市
役
所 

市
民
課
☎
内
線
2
4
2

《
葛
城
市
消
費
生
活
相
談
》

◇
日
時　
毎
週
月
曜
日
（
㈷
除
く
）

　
10
時
～
16
時

◇
場
所　
葛
城
市
役
所

　
《
奇
数
月
》
新
庄
庁
舎

　
《
偶
数
月
》
當
麻
庁
舎

◇
問
い
合
わ
せ
先　

葛
城
市
役
所 

商
工
観
光
課

☎
69
・
3
0
0
1

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
老
人
ホ
ー
ム
入
居
権
を
譲
っ
て
ほ
し
い
」

こ
ん
な
電
話
は
詐
欺
で
す
！

【
事
例
】（
70
歳
代　
女
性
）

　
突
然
知
ら
な
い
業
者
か
ら
「
老
人
ホ
ー

ム
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
ら
連
絡
し

て
ほ
し
い
」
と
電
話
で
頼
ま
れ
た
。
数
日

後
に
届
い
た
の
で
連
絡
す
る
と
「
両
親
を

入
居
さ
せ
た
い
が
一
人
分
し
か
な
い
の
で

権
利
を
譲
っ
て
ほ
し
い
。
代
わ
り
に
申
し

込
ん
で
ほ
し
い
」
と
指
示
さ
れ
て
、
実
行

し
た
。

　
2
日
後
に
そ
の
老
人
ホ
ー
ム
か
ら
「
名

義
貸
し
は
違
法
行
為
で
罪
に
な
る
。
100
万

円
を
払
え
ば
名
前
は
消
え
る
」と
言
わ
れ
、

怖
く
な
っ
て
指
示
さ
れ
た
と
お
り
宅
配
便

で
現
金
を
送
っ
た
。
す
る
と
老
人
ホ
ー
ム

の
監
査
人
と
称
す
る
人
か
ら
電
話
で
「
ま

だ
名
前
は
消
え
て
い
な
い
。
貯
金
は
い
く

ら
あ
る
か
」
と
聞
か
れ
、
正
直
に
答
え
る

と
「
そ
れ
を
全
部
払
い
な
さ
い
。
さ
も
な

い
と
警
察
が
来
る
」
と
言
わ
れ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

◯
「
老
人
ホ
ー
ム
入
居
権
」
に
関
す
る
劇

場
型
勧
誘
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

不
審
な
電
話
は
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電
話

を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

◯
「
名
義
を
貸
す
だ
け
」
な
ど
と
説
明
が

あ
っ
て
も
、
後
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
口
実
で

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

金
銭
を
要
求
さ
れ
ま
す
。
一
度
お
金
を
払

っ
て
し
ま
う
と
次
々
に
請
求
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
う
え
、
取
り
戻
す
こ
と
は
極
め
て

困
難
で
す
。
不
安
に
感
じ
て
も
絶
対
に
払

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◇　
◇　
◇　
◇　
◇

　
不
安
に
思
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
お
近
く
の
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

☎…電話、F…ファックス、E…Eメール、U…URL 市役所は☎62-3001
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自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
　
誇
れ
る
ま
ち

▶1年間秘め続けたチカラを解き放つ桜の花たち、その圧倒的な美しさ。目も眩むほどの輝きに言葉を失う。

ふるさと御所
歴史探訪

　

昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）
に
吉

野
川
分
水
が
完
成
し
、
ま
た
、
耕

地
面
積
が
減
少
し
た
こ
と
等
か
ら
、

水
利
で
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
く

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代

に
は
、
水
利
が
重
要
な
問
題
で
し

た
。
御
所
町
に
残
っ
て
い
る
史
料

を
中
心
に
、
吉
野
川
分
水
の
完
成

以
前
の
水
利
慣
行
に
つ
い
て
、
調

べ
た
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

　
葛
城
川
は
、
河
床
が
堤
防
の
外
よ

り
高
い
、
い
わ
ゆ
る
天て

ん
じ
ょ
う
が
わ

井
川
で
し

た
。
延え

ん
き
ょ
う享
４
年
（
１
７
４
７
）
に

作
成
さ
れ
た
、
改
修
の
申
請
書
に

書
か
れ
て
い
る
数
値
を
図
案
化
す

る
と
、
図
１
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
天
井
川
で
あ
っ
た
た
め
、
堤
防
の

外
の
所
々
に
「
涌ゆ

う
す
い水

」（
わ
き
水
）
が
あ
り
、

そ
れ
ら
が
稲
作
等
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

写
真
１
は
、
文ぶ

ん
き
ゅ
う久
元
年
（
１
８
６
１
）

の
耕
地
絵
図
の
一
部
で
す
。
こ
の
絵
図
に

は
４
ヶ
所
の
涌
水
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在

は
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
上
流
の
蛇
穴
お
よ
び
下
流

の
北
十
三
の
涌
水
は
現
存
し
て
い
ま
す
が
、

手
持
ち
の
史
料
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
絵

図
の
４
ヶ
所
の
説
明
の
み
と
し
ま
す
。
当

時
の
名
称
が
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
写
真

に
付
け
た
番
号
で
説
明
し
ま
す
。

〈
※
絵
図
（
写
真
1
）
の
赤
色
の
線
は
道
路
で
す
。〉

　
①
の
場
所
は
、
青
翔
高
等
学

校
の
グ
ラ
ン
ド
の
南
東
隅
辺
り

で
す
。
涌
水
は
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
北
と
南
西
へ
の
水
路

が
現
存
し
て
い
ま
す
。
北
へ
の

流
れ
は
、
鴨
都
波
神
社
の
鳥
居

の
と
こ
ろ
で
、
境
内
を
通
っ
て

き
た
水
路
と
合
流
し
て
、
さ
ら

に
神
社
北
側
の
水
路
と
合
流

し
、
柳
田
川
の
下
を
通
っ
て
、

西
御
所
の
環か

ん
ご
う濠
に
供
給
さ
れ
て

い
ま
す
。境
内
を
通
る
水
路
は
、

「
鴨か

も
く
だ下
り
神し

ん
す
い水
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
次
号
で
説
明
し

ま
す
。
南
西
へ
の
水
路
は
、
三

室
に
供
給
す
る
た
め
の
も
の
で

し
た
が
、
現
在
は
、
鎌
田
川
か

ら
取
水
し
、
以
前
と
は
逆
の
流
れ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
水
路
は
、寛か

ん
え
ん延
３
年（
１
７
５
０
）

の
絵
図
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で

す
。
環
濠
集
落
は
、
江
戸
時
代
以
前
の
集
落

の
特
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
柳
田
川
の
下
を

通
す
工
事
が
、
い
つ
頃
行
わ
れ
た
か
が
疑
問

で
す
。

　

②
の
涌
水
は
、
現
在
、
蛇
穴
公
園
墓
地

に
な
っ
て
い
る
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
、
小
さ
な
池
が
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
こ
こ
の
水
は
、
御
所
町
と
茅

原
村
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
水

利
に
対
し
、
御
所
と
茅
原
は
、
蛇
穴
に
年

貢
を
支
払
っ
て
い
ま
し
た
。
御
所
は
幕
府

領
で
し
た
が
、
こ
の
年
貢
の
半
分
を
幕
府

が
負
担
し
て
い
ま
し
た
。
茅
原
は
、
新
庄

藩
永
井
氏
領
で
し
た
の
で
、
ど
う
で
あ
っ

た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
こ
の
水
路

に
は
、
吉
野
川
分
水
か
ら
供
給
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

③
は
、
Ｊ
Ｒ
の
鉄
橋
と
豊
年
橋
と
の
間

の
堤
防
下
に
あ
り
ま
し
た
。
写
真
１
の
絵

水
利
慣
行
〈
1
〉

写真1

図
等
で
は
、
小
さ
な
池
が
あ

り
、
涌
水
は
寺
内
の
環
濠
に

繋つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
絵
図

で
は
柳
田
川
の
南
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
明
治
29
年

（
１
８
９
６
）
に
開
通
し
た
南

和
鉄
道
（
当
時
）
の
工
事
の

時
に
南
に
付
け
替
え
ら
れ
た

の
で
す
。
以
前
、
こ
こ
に
大

き
な
井
戸
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
水
路
は
残
っ
て
い

ま
す
が
、水
は
流
れ
て
い
ま
せ
ん
。
環
濠
は
、

前
述
の
②
の
水
路
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
の

で
、
吉
野
川
分
水
の
水
が
供
給
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
役
所
の
南
側
の
駐
車
場
に
な
っ
て
い

る
所
に
池
が
あ
り
、
そ
れ
が
④
の
湧
水
で

し
た
。
絵
図
で
は
田
地
に
供
給
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

池
を
埋
め
立
て
る
時
に
、
水
利
権
の
問
題

が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
流

域
が
す
べ
て
住
宅
地
に
な
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、
柳
田
川
の
利
用
に
つ
い
て
述
べ

ま
す
。
現
在
は
柳や

な
ぎ
だ田
川
で
す
が
、
以
前
は
、

上
流
が
「
ほ
ら
し
川
」、
下
流
が
「
柳や

な
い
だ

井
田

川
」
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
川
か
ら
水
を
取

る
取
水
口
の
こ
と
を「
井い

で手
」と
い
い
ま
す
。

柳
田
川
に
は
、
7
～
11
の
井
手
が
あ
り
ま

し
た
。
時
代
に
よ
っ
て
、
数
と
名
称
が
異

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
利
用
に
は
、
厳
密

な
取
り
決
め
が
あ
り
ま
し
た
。

（
文
責　
中
井
陽
一
）

其の二十八

図
1
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